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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムにおいてデータ構造を用いてユーザ機器通信を管理するための
コンピュータ実行可能コードを格納する非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって、
前記データ構造は、
　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つまたは
複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる１
つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、ここ
において、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、前記１つまたは複数の
急速ダウンリンクチャネルに対応する制御チャネル領域またはデータチャネル領域を備え
、少なくとも前記制御チャネル領域は、少なくとも１つのシンボル内で、レガシー制御チ
ャネル領域と多重化される、と、
　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される１つま
たは複数のユーザ機器に関する、１つまたは複数のデータチャネル領域に関連する、１つ
または複数の制御チャネル領域内に配置された、１つまたは複数のリソースグラントと、
　を備え、
　プロセッサによって実行されると、前記プロセッサに、前記１つまたは複数の制御領域
内に配置された前記１つまたは複数のリソースグラントを受信させるコードをさらに備え
る、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項２】
　前記ダウンリンクサブフレームは、２スロットＴＴＩを有する１つまたは複数のレガシ
ーダウンリンクチャネルを含む、
　請求項１に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３】
　前記レガシー制御チャネル領域は、前記少なくとも１つのシンボルのすべてのリソース
要素を含み、ここにおいて、前記少なくとも１つのシンボルは、前記２つのスロットのう
ちの少なくとも１つであり、前記レガシー制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のリ
ソースグラントのうちの少なくとも１つを含む、
　請求項２に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４】
　前記レガシー制御チャネル領域の前記１つまたは複数のリソースグラントのうちの前記
少なくとも１つの各々は、前記データチャネル領域のうちの１つまたは複数に対応し、こ
こにおいて、前記データチャネル領域のうちの前記１つまたは複数の各々は、前記ダウン
リンクサブフレームの１つのスロットまたは両方のスロットにまたがる、
　請求項３に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５】
　前記１つまたは複数の制御チャネル領域のうちの少なくとも１つは、前記ダウンリンク
サブフレームの１つのスロットにまたがり、および、前記１つまたは複数のリソースグラ
ントのうちの少なくとも１つを含み、ここにおいて、前記１つまたは複数のリソースグラ
ントのうちの前記少なくとも１つは、前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに
関する１つまたは複数のダウンリンクリソースグラントを含み、前記１つまたは複数のダ
ウンリンクリソースグラントは、前記１つのスロットの１つまたは複数のデータチャネル
領域に対応する、請求項１に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の制御チャネル領域のうちの少なくとも１つは、前記１つまたは複
数のユーザ機器のうちの１つに関するアップリンクリソースグラントを備える、
　請求項１に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項７】
　前記１つまたは複数の制御チャネル領域のうちの少なくとも１つは、前記ダウンリンク
サブフレームの前記２つのスロットの各々にまたがり、および、前記２つのスロットの各
々にまたがる前記１つまたは複数のデータチャネル領域のうちの少なくとも１つに対応す
るダウンリンクリソースグラントを含む、
　請求項１に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８】
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）通信を管理する方法であって、
　ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数のユ
ーザ機器ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手することと、
　前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する
１つまたは複数の配信制約事項を決定することと、
　送信のための前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数の配信制約事項に基づいて、
送信のための前記ユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振る
ためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成することと、
　を備え、ここにおいて、前記ダウンリンクサブフレームデータ構造は、
　　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つまた
は複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる
１つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、前記１つまたは複数
の急速ダウンリンクチャネルに対応する制御チャネル領域またはデータチャネル領域を備
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え、少なくとも前記制御チャネル領域は、少なくとも１つのシンボル内で、レガシー制御
チャネル領域と多重化される、と、
　　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される前記
１つまたは複数のＵＥに関する、１つまたは複数のデータチャネル領域に関連する、１つ
または複数の制御チャネル領域内に配置された、１つまたは複数のリソースグラントと、
　を備える、方法。
【請求項９】
　前記１つまたは複数のＵＥに前記ダウンリンクサブフレームデータ構造を送信すること
をさらに備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに関連するアグリゲーションレベルを
上げることをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、最低２つのリソース要素ブロッ
クを備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザデータに対応する前記１つまたは複数の急速ダウンロードチャネルの急速ダ
ウンリンクチャネルの前記１つまたは複数のリソース要素ブロックが単一のリソース要素
ブロックを備える場合に前記ユーザデータに関連するトランスポートブロックサイズを２
倍にすることをさらに備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　促進された再送信時間を有するハイブリッド自動再送要求プロセスを維持することをさ
らに備え、ここにおいて、前記促進された再送信時間は、約４ｍｓである、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　送信のための前記ユーザデータを入手することは、データフローを介して第２のネット
ワークエンティティからまたは前記ネットワークエンティティに関連する送信データ待ち
行列から送信のための前記ユーザデータを入手することを備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ダウンリンクサブフレームは、２スロットＴＴＩを有する１つまたは複数のレガシ
ーダウンリンクチャネルを含む、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１６】
　前記レガシー制御チャネル領域は、前記少なくとも１つのシンボルのすべてのリソース
要素を含み、ここにおいて、前記少なくとも１つのシンボルは、前記２つのスロットのう
ちの少なくとも１つであり、前記レガシー制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のリ
ソースグラントのうちの少なくとも１つを含む、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記レガシー制御チャネル領域の前記１つまたは複数のリソースグラントのうちの前記
少なくとも１つの各々は、前記データチャネル領域のうちの１つまたは複数に対応し、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のデータチャネル領域の各々は、前記ダウンリンクサブ
フレームの１つのスロットまたは両方のスロットにまたがる、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数の制御チャネル領域のうちの少なくとも１つは、前記ダウンリンク
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サブフレームの１つのスロットにまたがり、および、前記１つまたは複数のリソースグラ
ントのうちの少なくとも１つを含み、ここにおいて、前記１つまたは複数のリソースグラ
ントのうちの前記少なくとも１つは、前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに
関する１つまたは複数のダウンリンクリソースグラントを含み、前記１つまたは複数のダ
ウンリンクリソースグラントは、前記１つのスロットの１つまたは複数のデータチャネル
領域に対応する、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数の制御チャネル領域のうちの少なくとも１つは、前記１つまたは複
数のユーザ機器のうちの１つに関するアップリンクリソースグラントを備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数の制御チャネル領域のうちの少なくとも１つは、前記ダウンリンク
サブフレームの前記２つのスロットの各々にまたがり、および、前記２つのスロットの各
々にまたがる前記１つまたは複数のデータチャネル領域のうちの少なくとも１つに対応す
るダウンリンクリソースグラントを含む、
　請求項８に記載の方法。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）通信を管理するための装置であっ
て、
　ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数のＵ
Ｅへの送信のためのユーザデータを入手するための手段と、
　前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する
１つまたは複数の配信制約事項を決定するための手段と、
　送信のための前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数の配信制約事項に基づいて、
送信のための前記ユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振る
ためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成するための手段と、
　を備え、ここにおいて、前記ダウンリンクサブフレームデータ構造は、
　　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つまた
は複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる
１つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、前記１つまたは複数
の急速ダウンリンクチャネルに対応する制御チャネル領域またはデータチャネル領域を備
え、少なくとも前記制御チャネル領域は、少なくとも１つのシンボル内で、レガシー制御
チャネル領域と多重化される、と、
　　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される前記
１つまたは複数のＵＥに関する、１つまたは複数のデータチャネル領域に関連する、１つ
または複数の制御チャネル領域内に配置された、１つまたは複数のリソースグラントと、
　を備える、装置。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数のＵＥに前記ダウンリンクサブフレームデータ構造を送信するため
の手段をさらに備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに関連するアグリゲーションレベルを
上げるための手段をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　急速ダウンリンクチャネルの前記１つまたは複数のリソース要素ブロックまたは前記ユ
ーザデータに対応する前記１つまたは複数の急速ダウンロードチャネルが単一のリソース
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要素ブロックを備える場合に前記ユーザデータに関連するトランスポートブロックサイズ
を２倍にするための手段をさらに備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　送信のための前記ユーザデータを入手するための前記手段は、データフローを介して第
２のネットワークエンティティからまたは前記ネットワークエンティティに関連する送信
データ待ち行列から送信のための前記ユーザデータを入手するための手段を備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ダウンリンクサブフレームは、２スロットＴＴＩを有する１つまたは複数のレガシ
ーダウンリンクチャネルを含む、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記レガシー制御チャネル領域は、前記少なくとも１つのシンボルのすべてのリソース
要素を含み、ここにおいて、前記少なくとも１つのシンボルは、前記２つのスロットのう
ちの少なくとも１つであり、前記レガシー制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のリ
ソースグラントのうちの少なくとも１つを含む、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記レガシー制御チャネル領域の前記１つまたは複数のリソースグラントのうちの前記
少なくとも１つの各々は、前記データチャネル領域のうちの１つまたは複数に対応し、こ
こにおいて、前記データチャネル領域のうちの前記１つまたは複数の各々は、前記ダウン
リンクサブフレームの１つのスロットまたは両方のスロットにまたがる、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記１つまたは複数の制御チャネル領域のうちの少なくとも１つは、前記１つまたは複
数のユーザ機器のうちの１つに関するアップリンクリソースグラントを備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）通信を管理するための装置であっ
て、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、
　を備え、前記メモリは、前記プロセッサによって実行されると、
　　ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数の
ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手し、
　　前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連す
る１つまたは複数の配信制約事項を決定し、
　　送信のための前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数の配信制約事項に基づいて
、送信のための前記ユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振
るためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成することを前記プロセッサに行わせ
るプロセッサ実行可能命令を格納し、ここにおいて、前記ダウンリンクサブフレームデー
タ構造は、
　　　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つま
たは複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　　　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られ
る１つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、
ここにおいて、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、前記１つまたは複
数の急速ダウンリンクチャネルに対応する制御チャネル領域またはデータチャネル領域を
備え、少なくとも前記制御チャネル領域は、少なくとも１つのシンボル内で、レガシー制
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御チャネル領域と多重化される、と、
　　　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される前
記１つまたは複数のＵＥに関する、１つまたは複数のデータチャネル領域に関連する、１
つまたは複数の制御チャネル領域内に配置された、１つまたは複数のリソースグラントと
、
　を備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、本明細書における引用によって明示で組み込まれ、本明細書の譲
受人に譲渡され、２０１５年８月２６日に出願され、「DOWNLINK CHANNEL DESIGN FOR LT
E（登録商標） WITH LOW LATENCY」と題する非仮特許出願第１４／８３６，１８３号、お
よび、２０１４年９月２６日に出願され、「DOWNLINK CHANNEL DESIGN FOR LTE WITH LOW
 LATENCY」と題する仮特許出願第６２／０５６，３４７号に対する優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本開示は、概して通信システムに関し、より具体的には、ワイヤレス通信システ
ムにおいて１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）との通信を管理するためのダウンリンク
フレーム構造およびダウンリンク送信の方法に関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、テレフォニー、映像、データ、メッセージング、お
よびブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域
幅、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能
な多元接続技術を使用し得る。そのような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システムと、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システムと、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システムと、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムと、単一キャリア周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムと、時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムと、を含む。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なる無線デバイスが都市、国家、地域、さらには地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために様々な電気通信規格
において採用されている。台頭してきた電気通信規格の例は、ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププ
ロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））によって公布されたユニバーサル移動通信システム
（ＵＭＴＳ）モバイル規格の一組の拡張である。それは、スペクトル効率を向上させるこ
とによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コス
トを削減し、サービスを向上させ、新しいスペクトルを利用し、および、ダウンリンク（
ＤＬ）上でのＯＦＤＭＡ、アップリンク（ＵＬ）上でのＳＣ－ＦＤＭＡ、および多入力多
出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用する他のオープン規格とより良く統合するように設
計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに関する需要が増大し続
けるのに応じて、ＬＴＥ技術のさらなる改良の必要性が存在する。好ましくは、これらの
改良は、他の多元接続技術およびこれらの技術を使用する電気通信規格に適用可能である
べきである。
【０００５】
　[0005]レガシーＬＴＥを使用するワイヤレス通信システムでは、特定のｅＮｏｄｅＢに
よってサービスが提供される複数のＵＥは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）と呼ばれる共有ダウンリンクチャネルを通じてｅＮｏｄｅＢからデータを受信し得る。
さらに、ＰＤＳＣＨに関連する制御情報は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）および／または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）を介してｅＮｏｄｅＢによってＵＥに
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送信され得る。ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨに含められた制御情報は、ＬＴＥサブフレ
ームに関する１つまたは複数のアップリンクまたはダウンリンクリソース要素（ＲＥ）グ
ラント（grant）を含み得る。レガシーＬＴＥにおいて、各ＬＴＥサブフレームは、１ｍ
ｓの送信時間間隔（ＴＴＩ）を有し、２つの０．５ｍｓスロットに分割される。しかしな
がら、ＰＤＣＣＨ上で送信される任意のＲＥグラントは、サブフレーム全体の残りの継続
時間（すなわち、１ｍｓの残り全体）に関する。従って、レガシーＬＴＥは、特定の通信
フローに関してより高速のダウンリンク通信レートが望まれる場合でも、１ｍｓ全体のＬ
ＴＥサブフレーム未満の粒度のレベルでのリソーススケジューリングを許容しない。
【０００６】
　[0006]従って、ダウンリンクフレーム構造およびダウンリンク送信方法の向上が必要と
される。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]以下は、１つまたは複数の態様に関する基本的な理解を提供するためにそのよう
な態様の簡素化された概要を提示する。この概要は、すべての企図される態様の広範な総
論ではなく、さらに、全態様の主要なまたは非常に重要な要素を特定するわけではないこ
と、およびいずれの態様の適用範囲も詳述はせずおよび全態様の適用範囲を詳述するわけ
ではないことが意図される。それの唯一の目的は、後述されるより詳細な説明の準備段階
として１つまたは複数の態様の幾つかの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００８】
　[0008]１つまたは複数の態様およびそれらの対応する開示により、ワイヤレス通信ネッ
トワークにおいて１つまたは複数のＵＥとネットワークエンティティとの間でのワイヤレ
ス通信速度および信頼性を向上させるためのデータ構造例、方法、および装置に関連して
様々な技法が説明される。
【０００９】
　[0009]例えば、本開示の一態様において、ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器
通信を管理するためのデータ構造例が説明される。データ構造例は、２つのスロットを備
えおよび単一スロットＴＴＩを有する１つまたは複数の急速（quick）ダウンリンクチャ
ネルを含むダウンリンクサブフレームを含み得る。さらに、データ構造例は、２つのスロ
ットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる１つまたは複数のリ
ソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロックを含み得、ここにおいて
、１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チャネル領域またはデータチャ
ネル領域を備える。さらに、データ構造例は、１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネ
ルによってサービスが提供される１つまたは複数のユーザ機器に関する、１つまたは複数
の制御チャネル領域内に配置された、１つまたは複数のリソースグラントを含み得る。
【００１０】
　[0010]さらなる態様において、本開示は、ワイヤレス通信システムにおいてＵＥ通信を
管理する方法例を提示し、および、ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチ
ャネル上での１つまたは複数のユーザ機器ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手する
ことを含み得る。方法例は、ユーザデータおよび１つまたは複数のＵＥのうちの少なくと
も１つに関連する１つまたは複数の配信制約事項を決定することをさらに含み得る。さら
に、方法例は、送信のためのユーザデータおよび１つまたは複数の配信制約事項に基づい
て、送信のためのユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振る
ためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成することを含み得る。方法例において
、ダウンリンクサブフレームデータ構造は、２つのスロットを備えおよび単一スロットＴ
ＴＩを有する１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレー
ムを含み得る。さらに、ダウンリンクサブフレームデータ構造例は、２つのスロットのう
ちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる１つまたは複数のリソース要
素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロックをさらに含み得、ここにおいて、
１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、１つまたは複数の急速ダウンリンクチ
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ャネルによってサービスが提供される１つまたは複数のＵＥに関する、制御チャネル領域
またはデータチャネル領域と、１つまたは複数の制御チャネル領域内に配置された、１つ
または複数のリソースグラントと、を備える。
【００１１】
　[0011]さらに、本開示は、ワイヤレス通信システムにおいてＵＥ通信を管理するための
装置例について説明し、および、ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチャ
ネル上での１つまたは複数のユーザ機器ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手するた
めの手段を含み得る。装置例は、ユーザデータおよび１つまたは複数のＵＥのうちの少な
くとも１つに関連する１つまたは複数の配信制約事項を決定するための手段をさらに含み
得る。さらに、装置例は、送信のためのユーザデータおよび１つまたは複数の配信制約事
項に基づいて、送信のためのユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソース
を割り振るためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成するための手段を含み得る
。装置例において、ダウンリンクサブフレームデータ構造は、２つのスロットを備えおよ
び単一スロットＴＴＩを有する１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウン
リンクサブフレームを含み得る。さらに、ダウンリンクサブフレームデータ構造例は、２
つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる１つまたは
複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロックをさらに含み得
、ここにおいて、１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、１つまたは複数の急
速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される１つまたは複数のＵＥに関する、
制御チャネル領域またはデータチャネル領域と、１つまたは複数の制御チャネル領域内に
配置された、１つまたは複数のリソースグラントと、を備える。
【００１２】
　[0012]追加の態様において、ワイヤレス通信システムにおいてＵＥ通信を管理するため
の装置例が提示され、それは、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリと、を含み
得る。幾つかの例において、メモリは、プロセッサによって実行されると、ネットワーク
エンティティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数のユーザ機器ＵＥへ
の送信のためのユーザデータを入手することをプロセッサに行わせるプロセッサ実行可能
命令を格納し得る。さらに、メモリは、プロセッサによって実行されると、ユーザデータ
または１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する１つまたは複数の配信制
約事項を決定することをプロセッサに行わせるプロセッサ実行可能命令を格納し得る。さ
らに、メモリは、プロセッサによって実行されると、送信のためのユーザデータおよび１
つまたは複数の配信制約事項に基づいて、送信のためのユーザデータの送信のためにダウ
ンリンクチャネルリソースを割り振るためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成
することをプロセッサに行わせるプロセッサ実行可能命令を格納し得る。装置例により、
ダウンリンクサブフレームデータ構造は、２つのスロットを備えおよび単一スロットＴＴ
Ｉを有する１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレーム
を含み得る。さらに、ダウンリンクサブフレームデータ構造は、２つのスロットのうちの
１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる生じる１つまたは複数のリソース
要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロックをさらに含み得、ここにおいて
、１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チャネル領域またはデータチャ
ネル領域を備える。さらに、ダウンリンクサブフレームデータ構造は、１つまたは複数の
急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される１つまたは複数のＵＥに関する
、制御チャネル領域またはデータチャネル領域と、１つまたは複数の制御チャネル領域内
に配置された、１つまたは複数のリソースグラントと、を含み得る。
【００１３】
　[0013]さらに、本開示は、ワイヤレス通信システムにおいてＵＥ通信を管理するための
コンピュータ実行可能コードを格納するコンピュータ可読媒体例を提示する。一態様にお
いて、コンピュータ実行可能コードは、ネットワークエンティティにおいて、ダウンリン
クチャネル上での１つまたは複数のユーザ機器ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手
するためのコードを含み得る。さらに、コンピュータ実行可能コードは、ユーザデータお
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よび１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する１つまたは複数の配信制約
事項を決定するためのコードを含み得る。さらに、コンピュータ実行可能コードは、送信
のためのユーザデータおよび１つまたは複数の配信制約事項に基づいて、送信のためのユ
ーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振りするためのダウンリ
ンクサブフレームデータ構造を生成するためのコードを含み得る。コンピュータ可読媒体
例により、ダウンリンクサブフレームデータ構造は、２つのスロットを備えおよび単一ス
ロットＴＴＩを有する１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサ
ブフレームを含み得る。ダウンリンクサブフレームデータ構造はまた、２つのスロットの
うちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる１つまたは複数のリソース
要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロックをさらに含み得、ここにおいて
、１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チャネル領域またはデータチャ
ネル領域を備える。さらに、ダウンリンクサブフレームデータ構造は、１つまたは複数の
急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される１つまたは複数のＵＥに関する
、１つまたは複数の制御チャネル領域内に配置された、１つまたは複数のリソースグラン
トを含み得る。
【００１４】
　[0014]上記及び関連する目的の完遂を目的として、１つ以上の態様は、以下において十
分に説明され、請求項において特に指摘される特徴を備える。以下の説明及び添付される
図面は、１つ以上の態様の幾つかの例示的な特徴を詳細に示す。しかしながら、これらの
特徴は、様々な態様の原理を採用することができる様々な方法のうちのほんのわずかを示
すにすぎず、この説明は、すべてのそのような態様及びそれらの同等物を含むことが意図
される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】[0015]　図１は、本開示の態様による、電気通信システムの例を概念的に示した
ブロック図を示す。
【図２】[0016]　図２は、アクセスネットワークの例を示した概略図である。
【図３】[0017]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示した概略図である。
【図４】[0018]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を示した概略図である。
【図５】[0019]　図５は、ユーザおよび制御プレーンに関する無線プロトコルアーキテク
チャの例を示した概略図である。
【図６】[0020]　図６は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機
器の例を示した概略図である。
【図７】[0021]　図７は、本開示によるダウンリンクリソース要素ブロック割り振りのた
めのデータ構造例を示した概略図である。
【図８】[0022]　図８は、本開示の態様を実装するように構成されたダウンリンクスケジ
ューリングコンポーネントを示した概略図である。
【図９】[0023]　図９は、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１０】[0024]　図１０は、例示的な装置内の異なるモジュール／手段／コンポーネン
ト間でのデータフローを示した概念的デーフロー図である。
【図１１】[0025]　図１１は、処理システムを使用する装置に関するハードウェア実装の
例を示した概略図である。
【図１２】[0026]　図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１３】[0027]　図１３は、例示的な装置内の異なるモジュール／手段／コンポーネン
ト間でのデータフローを示した概念的デーフロー図である。
【図１４】[0028]　図１４は、処理システムを使用する装置に関するハードウェア実装の
例を示した概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0029]添付された図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明と
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して意図され、本明細書において説明される概念が実行され得る唯一の構成を表すことは
意図されない。詳細な説明は、様々な概念の徹底的な理解を提供するための具体的な詳細
を含む。しかしながら、これらの概念は、これらの具体的な詳細なしで実行され得ること
が当業者にとって明らかになるであろう。幾つかの例では、周知の構造およびコンポーネ
ントは、そのような概念を不明瞭にすることを回避するためにブロック図の形で示される
。
【００１７】
　[0030]ここでは、電気通信システムの幾つかの態様が、様々な装置および方法に関連し
て提示される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明され、添付さ
れた図面では、（総称して「要素」と呼ばれる）様々なブロック、モジュール、コンポー
ネント、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズム、等によって示される。これらの要素
は、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを
使用して実装され得る。そのような要素がハードウェアまたはソフトウェアのいずれとし
て実装されるかは、特定の適用例および全体的システムに対して課せられた設計制約に依
存する。
【００１８】
　[0031]例として、要素、または要素の一部、または要素の任意の組み合わせは、１つま
たは複数のプロセッサを含む「処理システム」によって実装され得る。プロセッサの例は
、マイクロプロセッサと、マイクロコントローラと、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
と、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）と、プログラマブルロジックデ
バイス（ＰＬＤ）と、ステートマシンと、ゲーテッドロジック（gated logic）と、ディ
スクリートハードウェア回路と、本開示全体を通じて説明される様々な機能を果たすよう
に構成された他の適切なハードウェアと、を含む。処理システム内の１つまたは複数のプ
ロセッサは、ソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアとは、ソフトウェア、ファームウ
ェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはその他のいずれと
して呼ばれるかを問わず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコ
ード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフ
トウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジ
ェクト、エクセキュータブル（executable）、実行スレッド、プロシージャ、関数、等を
意味すると広義で解釈されるものとする。
【００１９】
　[0032]従って、１つまたは複数の態様において、説明される機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせ内に実装され得る。ソフ
トウェアにおいて実装される場合は、これらの機能は、コンピュータ可読媒体上において
格納されまたは１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュータ
可読媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセス
されることができる任意の利用可能な媒体であり得る。例として、および限定することな
しに、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）
、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の
磁気記憶デバイス、または、希望されるプログラムコードを命令またはデータ構造の形態
で搬送または格納するために使用されることができおよびコンピュータによってアクセス
されることができる任意の他の媒体、を備えることができる。本明細書において用いられ
るときのディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉｓ
ｃ）と、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と、デ
ジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｃ）と、フロッピー（登録商標）ディス
ク（ｄｉｓｋ）と、ブルーレイディスク（ｄｉｓｃ）と、を含み、ここで、ｄｉｓｋは通
常は磁気的にデータを再生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを再生する。
上記の組み合わせも、コンピュータ可読媒体の適用範囲内に含められる。
【００２０】
　[0033]本開示は、１つまたは複数のＵＥへのダウンリンク通信を管理するための、そし
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て特に、レガシーダウンリンクデータ構造およびダウンリンク送信方法と比較してレイテ
ンシーを低減させるための、データ構造例および送信方法を提示する。本開示のこれらの
データ構造は、ＬＴＥサブフレームのスロット内で１つまたは複数のダウンリンクチャネ
ルの周波数帯域幅が分割されて作られる１つまたは複数のリソース要素ブロックを含み得
る。同様に、サブフレームの任意のＲＥは、サブフレーム内の単一のスロットの間または
サブフレーム全体の間継続する割り当てを有し得る。
【００２１】
　[0034]さらに、特定のスロットのリソース要素ブロックのうちのいずれも、制御チャネ
ル領域またはデータチャネル領域を備え得る。制御チャネル領域は、ネットワークエンテ
ィティ（例えば、ｅＮｏｄｅＢ）によってサービスが提供される１つまたは複数のＵＥに
関連する１つまたは複数のリソースグラントを含み得る。そのようなリソースグラントは
、１つまたは複数のダウンリンクリソースグラントおよび／または１つまたは複数のアッ
プリンクリソースグラントを含み得る。例えば、本開示の一態様において、サブフレーム
の第１のシンボル（または最初の幾つかのシンボル）内に配置された制御チャネル領域は
、サブフレームの第１のスロットの残りの部分を備えるデータチャネル領域内のダウンリ
ンク周波数グラントをスケジューリングするためにまたはサブフレーム全体の残りの部分
のために利用され得る。本開示の目的のために、そのような制御チャネル領域に対応する
制御チャネルは、急速物理ダウンリンク制御チャネル（ＱＰＤＣＣＨ）と呼ばれ得る。
【００２２】
　[0035]本開示の別の態様において、制御チャネル領域は、単一のスロット全体（または
その一部分）にまたがる（spanning）リソース要素ブロックを含み得、および、同じスロ
ット内の１つまたは複数の他のリソース要素ブロックに関するダウンリンク周波数グラン
トをスケジューリングするために利用され得る。本開示の目的のために、そのような制御
チャネル領域に対応する制御チャネルは、急速拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ＱＥ
ＰＤＣＣＨ）と呼ばれ得る。
【００２３】
　[0036]さらに、本開示のデータチャネル領域は、（例えば、ＱＰＤＣＣＨまたはＱＥＰ
ＤＣＣＨに対応する）制御チャネル領域内のダウンリンクグラントを受信するＵＥにユー
ザデータが送信される単一のスロット全体（またはその一部分）にまたがるリソース要素
ブロックを含み得る。本開示の目的のために、そのようなデータチャネル領域に対応する
データチャネルは、急速物理ダウンリンク共有チャネル（ＱＰＤＳＣＨ）と呼ばれ得る。
【００２４】
　[0037]さらに、本開示の目的のために、単一のスロット（または、単一のスロットの一
部分）の時間的長さ（例えば、ＴＴＩ）を有し得るかまたは単一のスロット（または、単
一のスロットの一部分）の時間的長さを有するデータチャネルに関するリソースグラント
を含む任意のチャネルは、本明細書においては「急速ＬＴＥチャネル」と呼ばれ得る。こ
れらの急速ＬＴＥチャネルは、制限のない態様においては、ＱＰＤＣＣＨと、ＱＥＰＤＣ
ＣＨと、ＱＰＤＳＣＨと、を含み得る。さらに、本開示における「急速ＬＴＥ」への任意
の言及は、１つのスロットごとに割り振られた、割り当てられた、または分割された、ま
たは、割り振られること、割り当てられること、または分割されることができるおよび／
または０．５ｍｓのＴＴＩを有する１つまたは複数のチャネルまたはリソース要素ブロッ
クを有するリソース要素スケジューリングのためのデータ構造（または、そのデータ構造
を実装する方法または装置）を意味し得る。急速ＬＴＥへのそのような言及は、「急速Ｌ
ＴＥスケジューリング」、「急速ＬＴＥ方式」、または同様の物を含み得る。
【００２５】
　[0038]さらに、本開示のデータ構造例は、対応する急速ＬＴＥチャネル（例えば、ＱＰ
ＤＣＣＨ、ＱＥＰＤＣＣＨ、ＱＰＤＳＣＨ）に関する本開示によって導入された特定のス
ロットごとのＲＥ割り振り態様と並行してレガシーＬＴＥチャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ
、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ）のフレームスケジューリングをさらに実装するように構成
される。このように、本明細書において説明されるデータ構造は、急速ＬＴＥスケジュー
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リング（１つのスロットごとのスケジューリング）および／またはレガシーＬＴＥスケジ
ューリング（１つのサブフレームごとのスケジューリング）を利用するように構成される
ＵＥまたは特定のＵＥ用途に関して実装され得る。本明細書において説明される急速ＬＴ
Ｅスケジューリング方法は、レガシーＬＴＥの１ｍｓＴＴＩの代わりに０．５ｍｓＴＴＩ
を利用し得るため、これらの方法は、通信レートを２倍増大させ得、および、レガシーＬ
ＴＥハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロシージャに関連する往復時間（ＲＴＴ）
を１／２（８ｍｓから４ｍｓ以下に）短縮し得る。
【００２６】
　[0039]本開示の追加の態様において、ネットワークエンティティ（例えば、ｅＮｏｄｅ
Ｂ）が提示され、それは、本明細書において開示されるデータ構造のうちの１つまたは複
数を生成することによってダウンリンクスケジューリングを管理するように構成され得る
。さらに、ネットワークエンティティは、１つまたは複数のＵＥへの送信のためのデータ
を入手するように構成され得、および、データおよび／または１つまたは複数のＵＥに関
連する配信制約事項に基づいてデータ構造を使用したデータの送信をスケジューリングし
得る。
【００２７】
　[0040]最初に図１を参照し、概略図は、本開示の態様による、ワイヤレス通信システム
１００の例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセスポイント（例えば
、基地局、ｅＮＢ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、幾つかのユーザ機器（
ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０と、を含む。アクセスポイント１０５は、幾つ
かのＲＥブロックに関する１つのスロットのＴＴＩを含み得る、急速ＬＴＥデータ構造、
例えば、以下の図７のデータ構造７００、ただしそれに限定されない、を使用して幾つか
のＵＥ１１５との制御情報及びユーザデータの通信を促進するように構成されたダウンリ
ンクスケジューリングコンポーネント６０２を含み得る。例えば、急速ＬＴＥデータ構造
は、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＱＰＤＣＣＨ、ＱＥＰＤＣＣＨ、および／
またはＱＰＤＳＣＨを割り振るための１つまたは複数のリソース要素ブロックを含み得る
。同様に、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数は、データ構造を使用して受信、復号およ
び動作するように構成されたダウンリンク管理コンポーネント６６１を含み得る。アクセ
スポイント１０５のうちの一部は、コアネットワーク１３０または様々な例における幾つ
かのアクセスポイント１０５（例えば、基地局またはｅＮＢ）の一部であり得る基地局コ
ントローラ（示されていない）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。アクセスポイント１
０５は、バックホールリンク１３２を通じてコアネットワーク１３０と制御情報および／
またはユーザデータを通信し得る。例において、アクセスポイント１０５は、直接的にま
たは間接的に、有線または無線通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を通じて
互いと通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の
波形信号）に関する動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上
で変調された信号を同時に送信することができる。例えば、各通信リンク１２５は、上述
される様々な無線技術により変調されたマルチキャリア信号であり得る。各々の変調され
た信号は、異なるキャリア上で送信され得、および、制御情報（例えば、基準信号、制御
チャネル、等）、オーバーヘッド情報、データ、等、を搬送し得る。
【００２８】
　[0041]幾つかの例において、ワイヤレス通信システム１００の少なくとも一部分は、別
の階層と比較して低減されたレイテンシーを有する階層上での送信をサポートするように
ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数およびアクセスポイント１０５のうちの１つまたは複
数が構成され得る複数の階層上で動作するように構成され得る。幾つかの例において、ハ
イブリッドＵＥ１１５－ａは、第１のサブフレームタイプを有する第１層送信をサポート
する第１の階層および第２のサブフレームタイプを有する第２層送信をサポートする第２
の階層の両方上でアクセスポイント１０５－ａと通信し得る。例えば、アクセスポイント
１０５－ａは、第１のサブフレームタイプのサブフレームと時分割二重化される第２のサ
ブフレームタイプのサブフレームを送信し得る。
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【００２９】
　[0042]幾つかの例において、ハイブリッドＵＥ１１５－ａは、例えば、ＨＡＲＱ方式を
通じて送信のためにＡＣＫ／ＮＡＣＫを提供することによって送信の受信を肯定応答し得
る。第１の階層での送信に関するハイブリッドＵＥ１１５－ａからの肯定応答は、幾つか
の例では、送信が受信されたサブフレームに後続する予め定義された数のサブフレームの
後に提供され得る。ハイブリッドＵＥ１１５－ａは、第２の階層で動作するときには、幾
つかの例では、送信が受信されたサブフレームと同じサブフレームでの受信を肯定応答し
得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信しおよび再送信を受信するために要求される時間は、往復
時間（ＲＴＴ）と呼ばれ得、従って、第２のサブフレームタイプのサブフレームは、第１
のサブフレームタイプのサブフレームに関するＲＴＴよりも短い第２のＲＴＴを有し得る
。
【００３０】
　[0043]他の例において、第２層ＵＥ１１５－ｂは、第２の階層上のみでアクセスポイン
ト１０５－ｂと通信し得る。従って、ハイブリッドＵＥ１１５－ａおよび第２層ＵＥ１１
５－ｂは、第２の階層上で通信し得る第２のＵＥ１１５のクラスに属し得、他方、レガシ
ーＵＥ１１５は、第１の階層上のみで通信し得る第１のＵＥ１１５のクラスに属し得る。
アクセスポイント１０５－ｂおよびＵＥ１１５－ｂは、第２のサブフレームタイプのサブ
フレームの送信を通じて第２の階層上で通信し得る。アクセスポイント１０５－ｂは、排
他的に第２のサブフレームタイプのサブフレームを送信し得、または、第２のサブフレー
ムタイプのサブフレームと時分割二重化される第１の階層上の第１のサブフレームタイプ
の１つまたは複数のサブフレームを送信し得る。第２層ＵＥ１１５－ｂは、アクセスポイ
ント１０５－ｂが第１のサブフレームタイプのサブフレームを送信する場合は、第１のサ
ブフレームタイプのそのようなサブフレームを無視し得る。従って、第２層ＵＥ１１５－
ｂは、送信が受信されたサブフレームと同じサブフレーム内での送信の受信を肯定応答し
得る。従って、第２層１１５－ｂは、第１の階層上で動作するＵＥ１１５と比較して低減
されたレイテンシーで動作し得る。
【００３１】
　[0044]アクセスポイント１０５は、１本または複数本のアクセスポイントアンテナを介
してＵＥ１１５と無線で通信し得る。アクセスポイント１０５サイトの各々は、各々のカ
バレッジエリア１１０に関する通信カバレッジを提供し得る。幾つかの例において、アク
セスポイント１０５は、ベーストランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、基本サ
ービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、
ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、または何らかの他の適切な用語と呼ばれ得る。
基地局に関するカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリア（示されていない）の一部
分のみを成すセクタに分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの
アクセスポイント１０５（例えば、マクロ、マイクロ、および／またはピコ基地局）を含
み得る。アクセスポイント１０５はまた、セルラーおよび／またはＷＬＡＮ無線アクセス
技術のような異なる無線技術を利用し得る。アクセスポイント１０５は、同じまたは異な
るアクセスネットワークまたはオペレータ配備に関連させ得る。同じまたは異なるタイプ
のアクセスポイント１０５のカバレッジエリアを含み、同じまたは異なる無線技術を利用
し、および／または同じまたは異なるアクセスネットワークに属する、異なるアクセスポ
イント１０５のカバレッジエリアは、重複し得る。
【００３２】
　[0045]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムにおいて、用語発展型ノードＢ（
ｅＮｏｄｅＢまたはｅＮＢ）は、概して、アクセスポイント１０５について説明するため
に使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセスポイントが
様々な地理上の地域に関するカバレッジを提供するヘテロジェニアスＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
／ＵＬＬ　ＬＴＥネットワークであり得る。例えば、各アクセスポイント１０５は、マク
ロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに関する通信カバレ
ッジを提供し得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルのような
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スモールセルは、低電力ノードまたはＬＰＮを含み得る。マクロセルは、概して相対的に
大きな地理上のエリア（例えば、半径数キロメートル）を網羅し、および、例えば、ネッ
トワークプロバイダとのサービス加入契約を有するＵＥ１１５による無制限のアクセスを
許容し得る。スモールセルは、概して相対的により小さい地理上のエリアを網羅し、およ
び、例えば、ネットワークプロバイダとのサービス加入契約を有するＵＥ１１５による無
制限のアクセスを許容し得、および、無制限のアクセスに加えて、スモールセルとの関連
性を有するＵＥ１１５（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、自宅内
のユーザに関するＵＥ、および同様の物）による制限されたアクセスも提供し得る。マク
ロセルに関するｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルに関するｅＮＢは、
スモールセルｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（２つ、３つ、４つ、およ
び同様）のセルをサポートし得る。
【００３３】
　[0046]コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１インタフ
ェース、等）を介してｅＮＢまたは他のアクセスポイント１０５と通信し得る。アクセス
ポイント１０５はまた、例えば、直接的にまたは（例えば、コアネットワーク１３０を通
じて）バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２インタフェース、等）を介しておよび／
またはバックホールリンク１３２を介して間接的に互いと通信し得る。ワイヤレス通信シ
ステム１００は、同期的または非同期的動作をサポートし得る。同期的動作に関しては、
アクセスポイント１０５は、同様のフレームタイミングを有し得、異なるアクセスポイン
ト１０５からの送信は、時間の点でほぼ整合され得る。非同期的動作に関しては、アクセ
スポイント１０５は、異なるフレームタイミングを有し得、異なるアクセスポイント１０
５からの送信は、時間的に整合し得ない。さらに、第１の階層および第２の階層での送信
は、アクセスポイント１０５間で同期化され得るまたはされ得ない。本明細書において説
明される技法は、同期的動作または非同期的動作のいずれに関しても使用され得る。
【００３４】
　[0047]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ
１１５は、静止型または移動型であり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局
、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、無線ユニット、遠隔ユニット、モバイ
ルデバイス、無線デバイス、無線通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アク
セス端末、モバイル端末、無線端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モ
バイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語と呼ばれ得る。ＵＥ
１１５は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム、無線通信デバイス、ハンド
ヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォ
ン、腕時計または眼鏡のようなウエアラブル品目、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）
局、または同様の物であり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮｏｄｅＢ、スモールセルｅＮ
ｏｄｅＢ、リレー、および同様の物と通信することができ得る。ＵＥ１１５はまた、セル
ラーまたは他のＷＷＡＮアクセスネットワークまたはＷＬＡＮアクセスネットワークのよ
うな異なるアクセスネットワークを通じて通信し得る。
【００３５】
　[0048]ワイヤレス通信システム１００において示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１
５からアクセスポイント１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／またはアクセス
ポイント１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク
送信はまた、順方向リンク送信と呼ばれ得、アップリンク送信はまた、逆方向リンク送信
と呼ばれ得る。通信リンク１２５は、幾つかの例では、通信リンク１２５において多重化
され得る各階層の送信を搬送し得る。ＵＥ１１５は、例えば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）
、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）、コーディネーティッドマルチポイント（ＣｏＭＰ
）、または他の方式を通じて複数のアクセスポイント１０５と協同的に通信するように構
成され得る。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信するためにアクセスポイン
ト１０５上の複数本のアンテナおよび／またはＵＥ１１５上の複数本のアンテナを使用す
る。キャリアアグリゲーションは、データ送信のために同じまたは異なるサービングセル
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上で２つ以上のコンポーネントキャリアを利用し得る。ＣｏＭＰは、ＵＥ１１５に関する
全体的な送信品質を向上させるためのさらにはネットワークおよびスペクトル利用を増大
させるための幾つかのアクセスポイント１０５による送信および受信の調整のための技法
を含み得る。
【００３６】
　[0049]上記のように、幾つかの例において、アクセスポイント１０５およびＵＥ１１５
は、複数のキャリア上で送信するためにキャリアアグリゲーションを利用し得る。幾つか
の例において、アクセスポイント１０５およびＵＥ１１５は、２つ以上の別個のキャリア
を使用して第１のサブフレームタイプを各々が有する１つまたは複数のサブフレームを、
フレーム内で、第１の階層で同時に送信し得る。各キャリアは、例えば、２０ＭＨｚの帯
域幅を有し得るが、他の帯域幅が利用され得る。ハイブリッドＵＥ１１５－ａ、および／
または第２層ＵＥ１１５－ｂは、幾つかの例では、別個のキャリアのうちの１つまたは複
数の帯域幅よりも大きい帯域幅を有する単一のキャリアを利用して第２の階層で１つまた
は複数のサブフレームを受信および／または送信し得る。例えば、４つの別々の２０ＭＨ
ｚキャリアが第１の階層でキャリアアグリゲーション方式で使用される場合、第２の階層
では単一の８０ＭＨｚキャリアが使用され得る。８０ＭＨｚキャリアは、４つの２０ＭＨ
ｚキャリアのうちの１つまたは複数によって使用される無線周波数スペクトルと少なくと
も部分的に重複する無線周波数スペクトルの部分を占有し得る。幾つかの例において、さ
らに向上されたデータレートを提供するために、第２の階層に関するスケーラブル帯域幅
が上述されるようなより短いＲＴＴを提供するための組み合わされた技法であり得る。
【００３７】
　[0050]ワイヤレス通信システム１００によって使用され得る異なる動作モードの各々は
、周波数分割複信（ＦＤＤ）または時分割複信（ＴＤＤ）により動作し得る。幾つかの例
において、異なる階層は、異なるＴＤＤまたはＦＤＤモードにより動作し得る。例えば、
第１の階層は、ＦＤＤより動作し得、他方、第２の階層は、ＴＤＤにより動作し得る。幾
つかの例において、各階層に関するＬＴＥダウンリンク送信に関してはＯＦＤＭＡ通信信
号が通信リンク１２５で使用され得、他方、各階層でのＬＴＥアップリンク送信に関して
は単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信信号が使用され得る。ワイヤ
レス通信システム１００のようなシステム内での階層の実装に関する追加の詳細、および
、そのようなシステムにおける通信に関連する他の特徴および機能が、以下において次の
図に関連して提供される。
【００３８】
　[0051]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ内のアクセスネットワーク２００の
例を示した概略図である。この例において、アクセスネットワーク２００は、幾つかのセ
ルラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ
２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る
。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮ
Ｂ））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得る。
マクロｅＮＢ２０４は、各々、各々のセル２０２に割り当てられ、セル２０２内のすべて
のＵＥ１１５に関する発展型パケットコアにアクセスポイントを提供するように構成され
る（図１を参照）。一態様において、ｅＮＢ２０４は、図１のアクセスポイント１０５を
構成し得、および、幾つかのＲＥブロックに関する１つのスロットのＴＴＩを含み得る急
速ＬＴＥデータ構造、例えば、図７のデータ構造７００、ただしそれに限定されない、を
使用して幾つかのＵＥ１１５との制御情報及びユーザデータの通信を促進するように構成
されたダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２を含み得る。同様に、ＵＥ１
１５のうちの１つまたは複数は、データ構造を使用して受信、復号および動作するように
構成されたダウンリンク管理コンポーネント６６１を含み得る。アクセスネットワーク２
００のこの例では中央集中型コントローラは存在しないが、代替構成では中央集中型コン
トローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御と、アドミッション制御と、
モビリティ制御と、スケジューリングと、サービングゲートウェイ１１６への接続性と、
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を含むすべての無線関連機能を担う。
【００３９】
　[0052]アクセスネットワーク２００によって使用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に依存して異なり得る。ＬＴＥ適用例において、周波数
分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするためにＤＬ上では
ＯＦＤＭが使用され、ＵＬ上ではＳＣ－ＦＤＭＡが使用される。後続する詳細な説明から
当業者が容易に認識することになるように、本明細書において提示される様々な概念は、
ＬＴＥ適用例に好適である。しかしながら、これらの概念は、他の変調および多元接続技
法を使用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの概念は、エボ
リューション－データ・オプティテマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）
またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）に拡張され
得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、規格のＣＤＭＡ２０００ファミリの一部として第３世
代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公布されたエアインタフェー
ス規格であり、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭ
Ａを使用する。これらの概念はまた、ワイドバンド－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標
））およびＴＤ－ＳＣＤＭＡのようなＣＤＭＡのその他の変形を使用するユニバーサル地
上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを使用するグローバル移動通信システム（ＧＳＭ
（登録商標））、および、ＯＦＤＭＡを使用する発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０
２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに対して拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書において記述される。ＣＤ
ＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書において記述される。使用され
る実際の無線通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに対して課せ
られている全体的設計制約に依存する。
【００４０】
　[0053]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数本のアンテナを有し得る。Ｍ
ＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ２０４が空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイ
バーシティをサポートするために空間領域を利用することを可能にする。空間多重化は、
データの異なるストリームを同じ周波数で同時に送信するために使用され得る。データス
トリームは、データレートを増大させるために単一のＵＥ１１５にまたは全体的システム
容量を増大させるために複数のＵＥ１１５に送信され得る。これは、各データストリーム
を空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相のスケーリングを適用し）、次に、
ＤＬ上で複数本の送信アンテナを通じて各々の空間的にプリコードされたデータストリー
ムを送信することによって達成される。空間的にプリコードされたデータストリームは、
異なる空間シグナチャを有する状態でＵＥ１１５に到達し、このことは、ＵＥ１１５の各
々がそのＵＥ１１５に向けられた１つまたは複数のデータストリームを復元することを可
能にする。ＵＬ上では、各ＵＥ１１５は、空間的にプリコードされたデータストリームを
送信し、このことは、ｅＮＢ２０４が各々の空間的にプリコードされたデータストリーム
のソースを特定することを可能にする。
【００４１】
　[0054]空間多重化は、チャネル状態が良好であるときに概して使用される。チャネル状
態がそれよりも好ましくないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させ
るためにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数本のアンテナを通じての送信
のためにデータを空間的にプリコードすることによって達成され得る。セルの縁部で良好
なカバレッジを達成するために、単一ストリームビームフォーミング送信が送信ダイバー
シティと組み合わせて使用され得る。
【００４２】
　[0055]後続する詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様が、ＤＬ上でＯＦ
ＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内の幾つかのサブキャリアにわたってデータを変調する拡散スペクトル技法である。
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サブキャリアは、正確な周波数で間隔をあけて配置される。間隔をあけた配置は、受信機
がサブキャリアからデータを復元することを可能にする「直交性」を提供する。時間領域
において、ＯＦＤＭシンボル間干渉に対処するためにガード間隔（例えば、サイクリック
プリフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに加えられ得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力
比（ＰＡＰＲ）を補償するためにＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形でＳＣ－ＦＤＭＡを使用し
得る。
【００４３】
　[0056]図３は、幾つかの例では、本開示によって提供されるダウンリンクフレーム構造
と共同で利用され得る、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示した概略図３００であ
る。フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割され得る。各
サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表
すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットは、リソース要素ブロックを
含む。リソースグリッドは、複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソース要
素ブロックは、周波数領域では１２の連続するサブキャリアを含み得、各ＯＦＤＭシンボ
ル内の通常のサイクリックプリフィックスに関しては、時間領域では７つの連続するＯＦ
ＤＭシンボル、または８４のリソース要素を含み得る。拡張されたサイクリックプリフィ
ックスに関しては、リソース要素ブロックは、時間領域では６つの連続するＯＦＤＭシン
ボルを含み得、および、７２のリソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示される
リソース要素のうちの一部は、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル
固有のＲＳ（ＣＲＳ）（共通ＲＳと時々呼ばれる）３０２と、ＵＥ固有のＲＳ（ＵＥ－Ｒ
Ｓ）３０４と、を含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応するＰＤＳＣＨがマッピングされるリ
ソース要素ブロック上のみで送信される。各リソース要素によって搬送されるビットの数
は、変調方式に依存する。従って、ＵＥが受信するリソース要素ブロックが多いほどおよ
び変調方式が高いほど、ＵＥに関するデータレートが高い。
【００４４】
　[0057]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を示した概略図４００である。Ｕ
Ｌに関する利用可能なリソース要素ブロックは、データセクションおよび制御セクション
に分割され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つの縁部で形成され得、および
、設定可能なサイズを有し得る。制御セクション内のリソース要素ブロックは、制御情報
の送信のためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクションに含まれ
ていないすべてのリソース要素ブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、隣接するサブ
キャリアを含むデータセクションをもたらし、それは、データセクション内のすべての隣
接するサブキャリアが単一のＵＥに割り当てられることを可能にし得る。
【００４５】
　[0058]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために制御セクション内のリソース要素
ブロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥにはまた、ｅＮＢにデータを送信
するためにデータセクション内のリソース要素ブロック４２０ａ、４２０ｂが割り当てら
れ得る。ＵＥは、制御セクション内の割り当てられたリソース要素ブロック上で物理ＵＬ
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）内で制御情報を送信し得る。ＵＥは、制御セクション内の割
り当てられたリソース要素ブロック上で物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）内でデータ
のみまたはデータと制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のス
ロットにまたがり得、および、周波数間でホップし得る。
【００４６】
　[0059]最初のシステムアクセスを実行しおよび物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡ
ＣＨ）４３０内でＵＬ同期化を達成するために一組のリソース要素ブロックが使用され得
る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、ＵＬデータ／シグナリングは搬
送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソース要
素ブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は、ネットワークによって指定され
る。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、幾つかの時間および周波数リソ
ースに制限される。ＰＲＡＣＨに関する周波数ホッピングは存在しない。ＰＲＡＣＨ試行
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は、単一のサブフレーム（１ｍｓ）内でまたは一連の幾つかの隣接するサブフレーム内で
搬送され、ＵＥは、１つのフレーム（１０ｍｓ）当たり単一のＰＲＡＣＨ試行のみを行う
ことができる。
【００４７】
　[0060]図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンに関する無線プロトコルアー
キテクチャの例を示した概略図５００である。ＵＥおよびｅＮＢに関する無線プロトコル
アーキテクチャは、３つの層、すなわち、層１、層２、および層３とともに示される。層
１（Ｌ１層）は、最低層であり、様々な物理層信号処理機能を実装する。Ｌ１層は、本明
細書では物理層５０６と呼ばれる。層２（Ｌ２層）５０８は、物理層５０６の上方であり
、物理層５０６を通じてのＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担う。
【００４８】
　[0061]ユーザプレーンにおいて、Ｌ２層５０８は、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）副
層５１０と、無線リンク制御（ＲＬＣ）副層５１２と、パケットデータコンバージェンス
プロトコル（ＰＤＣＰ）５１４副層と、を含み、それらは、ネットワーク側のｅＮＢで終
端される。示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８で終
端されるネットワーク層（例えば、ＩＰ層）と、接続の他端（例えば、遠端のＵＥ、サー
バ、等）で終端されるアプリケーション層と、を含むＬ２層５０８上方の幾つかの上層を
有し得る。
【００４９】
　[0062]ＰＤＣＰ副層５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化を提供
する。ＰＤＣＰ副層５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減させるための上層デー
タパケットに関するヘッダ圧縮、データパケットを符号化することによるセキュリティ、
および、ｅＮＢ間のＵＥに関するハンドオーバーサポートを提供する。ＲＬＣ副層５１２
は、上層データパケットの分割と再組み立て、失われたデータパケットの再送信、および
、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）に起因する順序外受信を補償するためのデータ
パケットの順序再設定を提供する。ＭＡＣ副層５１０は、論理チャネルとトランスポート
チャネルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣ副層５１０はまた、ＵＥ間で１つのセル内の
様々な無線リソース（例えば、リソース要素ブロック）を割り振ることを担う。ＭＡＣ副
層５１０はまた、ＨＡＲＱ動作を担う。
【００５０】
　[0063]制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢに関する無線プロトコルアーキテクチ
ャは、物理層５０６およびＬ２層５０８の場合と実質的に同じであり、制御プレーンに関
してはヘッダ圧縮が存在しないことを除く。制御プレーンはまた、層３（Ｌ３層）内の無
線リソース制御（ＲＲＣ）副層５１６を含む。ＲＲＣ副層５１６は、無線リソース（すな
わち、無線ベアラ）を入手することおよびｅＮＢとＵＥとの間でのＲＲＣシグナリングを
使用してより下位の層を構成することを担う。
【００５１】
　[0064]図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ６５０と通信状態にあるｅＮＢ６１
０のブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上層パケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２層の機能を
実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダ圧縮、符号化、パケッ
ト分割と順序再設定、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化、および
、様々な優先度メトリックに基づいたＵＥ６５０への無線リソース割り振りを提供する。
コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、失われたパケットの再送信、お
よびＵＥ６５０へのシグナリングを担う。
【００５２】
　[0065]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１層（すなわち、物理層）に関する様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ）
を容易にするためのコーディングおよびインターリービングと、様々な変調方式（例えば
、２位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、直交位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移変調（Ｍ－
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ＰＳＫ）、Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて信号点配置にマッピングすること
と、を含む。コーディングおよび変調されたシンボルは、平行するストリームに分割され
る。各ストリームは、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／または
周波数領域において基準信号（例えば、パイロット）と多重化され、次に、時間領域ＯＦ
ＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するために逆高速フーリエ変換（
ＩＦＦＴ）を使用してまとめて結合される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリー
ムを生成するために空間的にプリコードされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推
定値は、コーディングおよび変調方式を決定するために、および空間的処理のために使用
され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信された基準信号および／またはチ
ャネル状態フィードバックから導き出され得る。各空間ストリームは、別個の送信機６１
８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に提供され得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のた
めに各々の空間ストリームとともにＲＦキャリアを変調し得る。さらに、ｅＮＢ６１０は
、幾つかのＲＥグループに関する１つのスロットのＴＴＩを含み得る、データ構造、例え
ば、図７のデータ構造７００、ただしそれに限定されない、を使用して幾つかのＵＥとの
制御情報及びユーザデータの通信を促進するように構成されたダウンリンクスケジューリ
ングコンポーネント６０２を含み得る。
【００５３】
　[0066]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、その各々のアンテナ６５２を通じ
て信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し、
受信（ＲＸ）プロセッサ６５６にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１層
の様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に向けられたあ
らゆる空間ストリームを復元するために情報に関する空間処理を行う。複数の空間ストリ
ームがＵＥ６５０向けである場合は、それらは、ＲＸプロセッサ６５６によって単一のＯ
ＦＤＭシンボルストリームに結合され得る。次に、ＲＸプロセッサ６５６は、高速フーリ
エ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変
換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアに関して別々のＯＦＤＭシン
ボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ６１
０によって送信された最も可能性が高い信号点配置点を決定することによって復元および
復調される。これらのソフト決定（soft decision）は、チャネル推定器６５８によって
計算されたチャネル推定値に基づき得る。次に、ソフト決定は、物理チャネル上でｅＮＢ
６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元するために復号およびデイ
ンターリーブされる。次に、データおよび制御信号は、コントローラ／プロセッサ６５９
に提供される。
【００５４】
　[0067]コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２層を実装する。コントローラ／プロセ
ッサは、プログラムコードおよびデータを格納するメモリ６６０と関連させることができ
る。メモリ６６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。ＵＬにおいて、コントローラ
／プロセッサ６５９は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での多重化解除、
パケット再組み立て、復号、ヘッダ圧縮解除、コアネットワークから上層パケットを復元
するための制御信号処理を提供する。次に、上層パケットは、Ｌ２層上方のすべてのプロ
トコル層を表す、データシンク６６２に提供される。様々な制御信号もまた、Ｌ３処理の
ためにデータシンク６６２に提供され得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作をサポートするための肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ
）プロトコルを使用した誤り検出を担う。さらに、ＵＥ６５０は、本開示のデータ構造を
使用して受信、復号および動作するように構成されたダウンリンク管理コンポーネント６
６１を含み得る。
【００５５】
　[0068]ＵＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６５９に上層パケットを提供するため
にデータソース６６７が使用される。データソース６６７は、Ｌ２層の上方のすべてのプ
ロトコル層を表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関連して説明される機能と同様に、コ
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ントローラ／プロセッサ６５９は、ｅＮＢ６１０による無線リソース割り振りに基づいて
ヘッダ圧縮、符号化、パケット分割と順序再設定、および論理チャネルとトランスポート
チャネルとの間での多重化を提供する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲ
Ｑ動作、失われたパケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担う。
【００５６】
　[0069]ｅＮＢ６１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネル推
定器６５８によって導き出されたチャネル推定値は、該当するコーディングおよび変調方
式を選択するために、および空間処理を容易にするためにＴＸプロセッサ６６８によって
使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別々の送信
機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ＴＸは、送信
のために各々の空間ストリームとともにＲＦキャリアを変調する。
【００５７】
　[0070]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関連して説明される方法と同様の
それでｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それの各々のアンテナ
６２０を通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６７０は、Ｌ
１層を実装し得る。
【００５８】
　[0071]コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２層を実装する。コントローラ／プロセ
ッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを格納するメモリ６７６と関連させること
ができる。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。ＵＬにおいて、コント
ローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上層パケットを復元するためにトランス
ポートチャネルと論理チャネルとの間での多重化解除、パケット再組み立て、復号、ヘッ
ダ圧縮解除、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上層パケ
ットは、コアネットワークに提供され得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作をサポートするためのＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤
り検出を担う。さらに、コントローラ／プロセッサは、～と通信状態にあり得る。
【００５９】
　[0072]図７は、ワイヤレス通信システムにおいて促進されたＵＥ通信を管理するための
データ構造７００の限定しない例を示した概略図である。一態様において、データ構造７
００は、ＬＴＥサブフレーム例に関するフレームスケジューリングを含み、それは、時間
領域で（水平に）２つのスロット（スロット０　７０２およびスロット１　７０４）およ
び１４のシンボル（シンボル０乃至１３）に分割される。さらに、データ構造７００の幾
つかのリソース要素ブロックの継続時間（横軸）は、１つのスロット（０．５ｍｓＴＴＩ
）であり得、他方、他のリソース要素ブロックは、両方のスロット（１ｍｓＴＴＩ）の継
続時間を有し得る。従って、１つのスロット（０．５ｍｓ）のＴＴＩを有する制御および
データチャネルリソース要素ブロックを組み込むことによって、データ構造７００は、例
えば、１つのサブフレーム（１ｍｓ）の強制されたダウンリンクデータリソース要素ブロ
ックＴＴＩを有するレガシーＬＴＥダウンリンクデータ構造のリソース要素ブロックと比
較してダウンリンクデータ送信に関してより低いレイテンシーを可能にする。さらに、デ
ータ構造７００は、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、およびＰＤＳＣＨリソース要素ブロック
が本開示によって導入された単一スロットリソース要素ブロックとともにスケジューリン
グされることを可能にすることによってこれらの既存のレガシーＬＴＥデータ構造との相
互運用性を提供する。
【００６０】
　[0073]本開示の一態様において、データ構造７００は、ダウンリンク周波数帯域幅７０
３が分割されて作られる１つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリ
ソース要素ブロックを含み得る。例えば、データ構造例７００では、スロット０　７０２
は、７つの別々のリソース要素ブロック、すなわち、リソース要素ブロック７０５、７０
６、７０７、７１２、７１４、７１６、および７２６を含む。さらに、データ構造７００
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のリソース要素ブロックの各々は、単一のスロットまたは両方のスロットにまたがり得る
。例えば、スロット０　７０２のリソース要素を再度参照すると、リソース要素ブロック
７０６、７０７、７１２、および７１４は、１つのスロット（スロット０　７０２）にま
たがり、他方、リソース要素ブロック７０５、７１６、および７２６は、サブフレームの
両方のスロット（スロット０　７０２およびスロット１　７０４）にまたがる。一態様に
おいて、１つのスロットにまたがるデータ構造例７００のリソース要素ブロックは、ＱＥ
ＰＤＣＣＨ（制御チャネル）またはＱＰＤＳＣＨ（データチャネル）を含み得る、１スロ
ットＴＴＩを有する本開示の急速ＬＴＥチャネルに対応し得る。代替として、両方のサブ
フレームにまたがるリソース要素ブロックは、ＰＤＳＣＨ（レガシーＬＴＥデータチャネ
ル）に対応し得、それは、（例えば、レガシー制御領域７２１内の）ＰＤＣＣＨ、（スロ
ット０　７０２のシンボル番号０の１つまたは複数のリソース要素を備えるとしてデータ
構造７００において示される）ＱＰＤＣＣＨ、または（例えば、リソース要素ブロック７
０５内の）ＥＰＤＣＣＨによって特定のＵＥに与えられ得る。さらに、両方のサブフレー
ムにまたがるリソース要素ブロックは、リソース要素ブロック７０５のような、ＥＰＤＣ
ＣＨ（レガシーＬＴＥ制御チャネル）に対応し得る。
【００６１】
　[0074]追加の態様において、１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チ
ャネル領域またはデータチャネル領域を備え得る。例えば、（例えば、スロット０　７０
２のシンボル０内に配置された）ＱＰＤＣＣＨ、ＱＥＰＤＣＣＨ（例えば、リソース要素
ブロック７０６および７１８）、ＥＰＤＣＣＨ（例えば、リソース要素ブロック７０５）
、または（例えば、レガシー制御領域７２１内に配置された）ＰＤＣＣＨに関連するリソ
ース要素ブロックは、各々、制御チャネル領域に対応し得る。代替として、ＰＤＳＣＨ（
例えば、リソース要素ブロック７１６）またはＱＰＤＳＣＨ（例えば、リソース要素ブロ
ック７１２、７１４、および７２４）に関連するリソース要素ブロックは、データチャネ
ル領域に対応し得る。
【００６２】
　[0075]さらに、データ構造７００の１つまたは複数の制御チャネル領域は、１つのまた
は共有されるダウンリンクデータチャネルによってサービスが提供される１つまたは複数
のＵＥに関する１つまたは複数のリソースグラントを含み得る。これらのダウンリンクデ
ータチャネルは、サブフレームの単一のスロットにまたがるＱＰＤＳＣＨおよび／または
サブフレームの両方のスロットにまたがるＰＤＳＣＨを含み得る。
【００６３】
　[0076]一態様において、データ構造７００の制御チャネル領域のうちの１つまたは複数
は、サブフレームの単一のスロット（例えば、スロット０　７０２またはスロット１　７
０４のうちの１つ）にまたがる制御チャネルに対応し得る。本開示のそのような単一スロ
ット制御チャネルは、本明細書ではＱＥＰＤＣＣＨと呼ばれ得、それは、レガシーＥＰＤ
ＣＣＨの態様と同様のそれらを有し得る。しかしながら、サブフレームの両方のスロット
にまたがるＥＰＤＣＣＨと異なり（リソース要素ブロック７０５を参照）、ＱＥＰＤＣＣ
Ｈは、サブフレームの単一のスロットにまたがる（リソース要素ブロック７０６および７
１８を参照）。一態様において、ＱＥＰＤＣＣＨは、レガシーＥＰＤＣＣＨと同じまたは
同様の拡張制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）リソース要素を利用し得、しかしながら、より
短いＱＥＰＤＣＣＨタイムフレームに関して補償するためにレガシーＥＰＤＣＣＨと比較
してリソース要素が追加され得る。換言すると、ＱＥＰＤＣＣＨのアグリゲーションレベ
ルは、同様のカバレッジを維持するためにレガシーＥＰＤＣＣＨと比較して（例えば、２
の倍数分だけ）増大され得る。
【００６４】
　[0077]さらに、ＱＥＰＤＣＣＨに割り振られたデータ構造７００の制御チャネル領域は
、１つまたは複数のアップリンクまたはダウンリンクグラントを含み得る。例えば、ＱＥ
ＰＤＣＣＨに割り振られるリソース要素ブロック７１８は、（単一スロットリソース要素
ブロック７２４に関する）ＵＥ３に関するダウンリンクリソースグラント７２０と、（引
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き続くサブフレームに関する）ＵＥ４に関するアップリンクリソースグラント７２２と、
の両方を含む。他方、ＱＥＰＤＣＣＨリソース要素ブロック７０６は、アップリンクリソ
ースグラントを含まず、２つのダウンリンクリソースグラント、すなわち、（単一スロッ
トリソース要素ブロック７１２に関する）ＵＥ１に関するダウンリンクリソースグラント
７０８と、（単一スロットリソース要素ブロック７１４に関する）ＵＥ２に関するダウン
リンクリソースグラント７１０と、を含む。
【００６５】
　[0078]本開示の追加の態様において、データ構造７００の制御チャネル領域は、サブフ
レームのスロット０　７０２およびスロット１　７０４の両方にまたがるデータチャネル
領域リソース要素ブロックに関するダウンリンクチャネルグラントを含み得る。例えば、
リソース要素ブロック７０５は、リソース要素ブロック７１６のような、両方のスロット
にまたがるレガシーＰＤＳＣＨチャネルデータチャネル領域に関するダウンリンクグラン
トを含み得るＥＰＤＣＣＨ制御データを搬送する。代替として、リソース要素ブロック７
１６に関するデータリソースグラントは、レガシーＬＴＥ制御チャネル（例えば、ＰＤＣ
ＣＨ）に関するリソース要素を含み得るレガシー制御領域７２１のＰＤＣＣＨによって搬
送され得る。一態様において、サブフレームの単一の最初のシンボル０にまたがるとして
示されているが、レガシー制御領域７２１は、代替として、サブフレームの複数の最初の
シンボルにまたがり得る。
【００６６】
　[0079]さらに、サブフレームの最初のシンボル（または、複数のシンボル）は、レガシ
ー制御領域７２１を含み得るが、シンボルはまた、本開示のＱＰＤＣＣＨチャネルに関す
るリソース要素を含み得る。従って、ＱＰＤＣＣＨは、レガシーＰＤＣＣＨの制御チャネ
ル要素（ＣＣＥ）構造を利用し得、および、レガシー制御領域７２１の他のレガシー制御
チャネルと完全に多重化され得る。さらに、ＱＰＤＣＣＨは、サブフレームの１つまたは
両方のスロットのいずれかにまたがるリソース要素ブロックに関する１つまたは複数のダ
ウンリンクリソースグラントを含み得る。換言すると、ＱＰＤＣＣＨは、（サブフレーム
の単一のスロット、０．５ｍｓＴＴＩにまたがる）ＱＰＤＳＣＨリソース要素ブロックま
たは（サブフレームの両方のスロット、１ｍｓＴＴＩにまたがる）ＰＤＳＣＨリソース要
素ブロックに関するダウンリンクリソースグラントを含み得る。例えば、ＱＰＤＣＣＨは
、ＵＥ５に関するＱＰＤＳＣＨダウンリンク送信割り振りを含む、リソース要素ブロック
７０７に関するダウンリンクリソースグラントを含み得る。同様に、ＱＰＤＣＣＨは、Ｕ
Ｅ７に関するＰＤＳＣＨダウンリンク送信割り振りを含む、リソース要素ブロック７２６
に関するダウンリンクリソースグラントを含み得る。追加の態様において、ＱＰＤＣＣＨ
は、単一スロットＱＰＤＳＣＨに関するまたはフルサブフレームＰＤＣＣＨに関するリソ
ース要素ブロックに関するダウンリンクグラントを含み得るため、ＱＰＤＣＣＨは、ダウ
ンリンクチャネルグラントが単一スロットに関するかまたはフルサブフレームに関するか
を指定するダウンリンク制御インジケータ（ＤＣＩ）を含み得る。さらに、データ構造７
００内では明示されていないが、レガシーＬＴＥ　ＰＤＣＣＨと同様に、ＱＰＤＣＣＨは
、ダウンリンクグラントに加えてアップリンクグラントを含み得る。
【００６７】
　[0080]さらに、データチャネル領域を備えるリソース要素ブロックは、１つまたは複数
のＵＥへのユーザデータのダウンリンク送信のためのリソース要素割り振りに対応し得る
。一態様において、これらのデータチャネルは、単一スロットを通じてユーザデータを送
信するダウンリンクチャネルに割り振られたリソース要素ブロック（例えば、ＱＰＤＳＣ
Ｈリソース要素ブロック７０７、７１２、７１４、および７２４）またはサブフレームの
両方のスロットを通じてユーザデータを送信するダウンリンクチャネルに割り振られたリ
ソース要素ブロック（例えば、ＰＤＳＣＨリソース要素ブロック７１６および７２６）を
含み得る。
【００６８】
　[0081]従って、図７において示されるように、データ構造７００は、スロットをベース
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した割り振り方式を実装し、それにより、フルサブフレームをベースにしたレガシーＬＴ
Ｅダウンリンクリソース要素割り振り方式と比較してＴＴＩを短く（例えば、１／２に）
し得る幾つかのリソース要素ブロックに関する急速ＬＴＥダウンリンクリソース要素割り
振り構造を含む。この急速ＬＴＥダウンリンクリソース要素割り振り構造を利用すること
によって、オーバー・ザ・エアレイテンシーが大幅に（例えば、２倍分だけ）低減され得
る。従って、急速ＬＴＥ構造を使用するＨＡＲＱプロセスの往復時間（ＲＴＴ）は、レガ
シーＬＴＥ　ＲＴＴの８ｍｓＲＴＴから４ｍｓに短縮され得る。
【００６９】
　[0082]追加の特徴において、データ構造７００は、（ａ）単一のスロットにまたがり、
０．５ｍｓＴＴＩを有し得る本開示の急速ＬＴＥチャネル（例えば、ＱＰＤＣＣＨ、ＱＥ
ＰＤＣＣＨ、ＱＰＤＳＣＨ）および（ｂ）サブフレーム全体にまたがり、従って、１ｍｓ
ＴＴＩを有し得るレガシーＬＴＥチャネルのうちの１つまたは両方を利用するＵＥに関す
るダウンリンクサブフレーム内でリソース要素を割り振り得る。さらに、データ構造７０
０は、レガシーＬＴＥの一般的１ｍｓサブフレーム構造のミラーであるため、急速ＬＴＥ
構造を導入することは、セル探索プロシージャ、システム情報ブロック読み取り、ランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャ（コンテンションをベースにしたＲＡＣＨ
に関するメディアアクセスチャネル（ＭＡＣ）拡張を伴う）、ページング、およびアイド
ルモードプロシージャのような、ただしそれらに限定されない、基本的な通信動作を変更
しない。さらに、ＵＥは、（例えば、専用情報要素またはメッセージを介しての）接続セ
ットアップ中に急速ＬＴＥ通信をサポートするかどうかを簡単に示し得、および、応答し
て、ネットワークエンティティ（例えば、ｅＮＢ）は、急速ＬＴＥダウンリンクおよびア
ップリンクチャネルに関する構成パラメータを提供し得る。
【００７０】
　[0083]さらに、幾つかの例において、レガシーＬＴＥシステムではセル固有基準信号（
ＣＲＳ）をベースにした復調が広く使用されているため、仕様および実装上の影響を最小
限にするために急速ＬＴＥ構造のスロットをベースにしたリソース要素割り振りに関して
ＣＲＳをベースにした復調が利用され得る。代替として、復調基準信号（ＤＭＲＳ）をベ
ースにした復調が利用され得る。ＤＭＲＳをベースにした復調は、十分なリソースがサブ
フレームの各スロットに関するチャネル推定のために使用されることを可能にすることが
できる。例えば、時分割複信（ＴＤＤ）ダウンリンクパイロットタイムスロット（ＤｗＰ
ＴＳ）に関して定義されたＵＥ固有基準信号（ＵＥＲＳ）パターンがサブフレームの両方
のスロットのために再使用されることができるため、ＤＭＲＳは、増大された密度を可能
にする。さらに、ＤＭＲＳをベースにした復調は、連続する割り当てにわたるＵＥ結合を
可能にする。ＣＲＳおよびＤＭＲＳをベースにした復調の両方がレガシーＬＴＥシステム
によって利用されるため、急速ＬＴＥ通信のためにこれらの復調方式を利用することは、
さらに向上された互換性を可能にする。
【００７１】
　[0084]さらに、レガシーＬＴＥの１つのサブフレームから本開示の急速ＬＴＥ構造の１
つのスロットへの送信を減少させることによって、データ送信のためのリソースの量が１
／２だけ実効的に低減される。従って、単一のスロット内で利用可能な低減されたリソー
スを使用した同じデータの量の送信を容易にするために、コードレートの増大（例えば、
倍増されたコードレート）が要求され得る。代替としてまたはさらに加えて、リソース要
素ブロック割り当てのためのリソースブロック（ＲＢ）（またはリソース要素）の数が増
加（例えば、倍増）され得る。従って、リソース要素ブロック割り当てが時間の点で圧縮
される（例えば、サブフレームをベースにしたＴＴＩから単一スロットＴＴＩに変更され
る）場合、リソース要素ブロック割り当てのリソースＲＢの数は拡大され得る。さらに、
ＴＴＩサイズにかかわらず同様のコードレートおよびトランスポートブロックサイズが維
持されることができるように２リソースブロック最低割り当てが強制され得る。しかしな
がら、１ＲＢ最低割り当てが設定されている場合は、トランスポートブロックサイズは、
２倍分だけスケーリングされ得る。代替として、トランスポートブロックサイズ、変調お
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よびコーディング方式（ＭＣＳ）、およびリソースブロックサイズに関するサブフレーム
レベル（すなわち、レガシーＬＴＥ）割り当て対スロットレベル割り当て（すなわち、急
速ＬＴＥ）に関して別々のマッピング規則が提供され得る。さらに、スロット０およびス
ロット１は、異なるマッピングまたはスケーリングを有し得る。
【００７２】
　[0085]さらに、急速ＬＴＥスロットをベースにしたリソース要素ブロック割り当て構造
が利用されるときには、送信長さまたはＴＴＩにかかわらず同じフィードバックが提供さ
れるため、ＣＲＳをベースにした復調に関するレガシーＬＴＥと比較してチャネル状態情
報（ＣＳＩ）フィードバック変更が必要とされない。しかしながら、データ構造７００を
生成するときには、ｅＮＢは、リソースブロック割り当てを選択することと、ＭＣＳ選択
と、および同様の物とを含むマッピング動作を実行するための利用可能なリソース要素の
総数を考慮し得る。
【００７３】
　[0086]さらに、幾つかの例において、リソース要素ブロックのＴＴＩにかかわらず同じ
サブフレームレベルチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）および干渉測定リソース
（ＩＭＲ）が使用され得る（すなわち、急速ＬＴＥ割り当ておよびレガシーＬＴＥ割り当
ての両方に関して同じ）。代替として、ｅＮＢは、急速ＬＴＥのスロットレベル割り当て
に関してより大きい粒度を提供するためにＣＳＩ－ＲＳおよび／またはＩＭＲが１つのス
ロットに基づいて提供される構成を生成し得る。
【００７４】
　[0087]従って、本開示のデータ構造７００は、レガシーＬＴＥスケジューリング構造を
利用するチャネルとの後方互換性および共存を維持しつつダウンリンクチャネルのＴＴＩ
間隔を短くすることによってオーバー・ザ・エアＬＴＥレイテンシーを低減する。
【００７５】
　[0088]図８は、ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２（図６を参照）の
複数のサブコンポーネントを含むブロック図であり、それらは、例えば、ＬＴＥシステム
におけるレイテンシーを低減させるために、１つまたは複数のＵＥへの制御情報および／
またはユーザデータの（例えば、１つのスロットに基づく）促進されたダウンリンク送信
をスケジューリングするためにネットワークエンティティ（例えば、ｅＮｏｄｅＢ）によ
って実装され得る。ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２は、データ構造
生成コンポーネント８０２を含み得、それは、１つまたは複数のＵＥへの制御情報８１０
および／またはユーザデータ８０６の送信のためのダウンリンクリソース割り振りを管理
するデータ構造を生成するように構成され得る。一態様において、生成されたデータ構造
は、図７のデータ構造７００のような、本開示において説明される任意のデータ構造を含
み得る。
【００７６】
　[0089]一態様において、データ構造生成コンポーネント８０２は、ダウンリンクスケジ
ューリングアルゴリズム８０４を利用するように構成され得、それは、本明細書において
定義された方法および構造によるデータ構造内での送信のためのユーザデータ８０６のス
ケジューリングを実行するように構成され得る。例えば、幾つかの例において、ダウンリ
ンクスケジューリングアルゴリズムは、単一スロットＴＴＩを有するリソース要素ブロッ
ク割り振りに関しておよびフルサブフレームＴＴＩを有するリソース要素ブロック割り振
りに関してトランスポートブロックサイズ、ＭＣＳ、リソースブロックの数、等を定義す
る１つまたは複数のルックアップテーブルまたはマップを維持し得る。さらに、データ構
造生成コンポーネント８０２は、送信のためのユーザデータ８０６および／または送信の
ためのユーザデータ８０６が送信される先である１つまたは複数のＵＥに関連する１つま
たは複数の配信制約事項８０８を含み得またはその他の方法で入手または特定し得る。一
態様において、そのような配信制約事項８０８は、ＣＳＩメッセージを介して報告され得
るような、ダウンリンクチャネル周波数帯域幅制約事項（例えば、利用可能なリソースブ
ロック）、ＱｏＳ制約事項、レイテンシー要求事項、無線条件、例えば、１つまたは複数
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のＨＡＲＱプロセスの動作に起因する、ＵＥに関する送信待ち行列内のデータの量、再送
信のためのデータの量、等、または、特定のＵＥ、適用例、関連データ、またはネットワ
ーク動作によって課せられるいずれかの他の制約事項、を含み得る。
【００７７】
　[0090]データ構造生成コンポーネント８０２は、ダウンリンクスケジューリングアルゴ
リズム８０４を利用し得、それは、割り当てられるべき特定のリソース要素ブロックに依
存して、データが１つのスロットのＴＴＩまたは１つのサブフレームのＴＴＩともに送信
されるように、例えば、１つまたは複数のＵＥへの送信のためのユーザデータ８０６のス
ケジューリングを最適化するためのデータ構造を生成するために、少なくとも配信制約事
項８０８および送信のためのユーザデータ８０６を入力パラメータとして採用し得る。
【００７８】
　[0091]図９は、本開示の方法例９００を示し、それは、急速ＬＴＥおよび／またはレガ
シーＬＴＥをサポートするネットワークエンティティ（例えば、ｅＮｏｄｅＢ）または図
６および図８のダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２のような、ただしそ
れに限定されない、ネットワークエンティティのコンポーネントによって実行され得る。
例えば、一態様において、ブロック９０２において、方法９００は、ネットワークエンテ
ィティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数のＵＥへの送信のためのユ
ーザデータを入手することを含み得る。幾つかの例において、ダウンリンクチャネルは、
ＱＰＤＳＣＨおよびＰＤＳＣＨのうちの１つまたは両方を備え得る。例えば、一態様にお
いて、ｅＮｏｄｅＢは、例えば、１つまたは複数のネットワークエンティティ（例えば、
別のｅＮｏｄｅＢ、ＭＭＥ、コアネットワークエンティティ、またはいずれかの他のネッ
トワークエンティティ）から１つまたは複数のデータフローを受信し得、および、１つま
たは複数のＵＥにデータフローからのユーザデータを送信するために１つまたは複数のＵ
Ｅへの１つまたは複数の無線ベアラを維持または確立し得る。
【００７９】
　[0092]さらに、ブロック９０４において、方法９００は、データおよび１つまたは複数
のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する１つまたは複数の配信制約事項を決定すること
を含み得る。一態様において、そのような配信制約事項は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）
メッセージを介して報告され得るような、ダウンリンクチャネル周波数帯域幅制約事項（
例えば、利用可能なリソースブロック）、サービス品質（ＱｏＳ）制約事項、レイテンシ
ー要求事項、無線条件、例えば、１つまたは複数のＨＡＲＱプロセスの動作に起因する、
ＵＥに関する送信待ち行列内のデータの量、再送信のためのデータの量、等、または、特
定のＵＥ、適用例、関連データ、またはネットワーク動作によって課せられるいずれかの
他の制約事項、を含み得る。
【００８０】
　[0093]さらに、ブロック９０６において、方法９００は、送信のためのユーザデータお
よび１つまたは複数の配信制約事項に基づいて、データの送信のためにダウンリンクチャ
ネルリソースを割り振るためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成することを含
み得る。一態様において、データ構造は、図７のデータ構造７００のような、本開示にお
いて説明される任意のデータ構造を含み得る。従って、ブロック９０６のダウンリンクサ
ブフレームデータ構造は、２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔を有す
る１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームを含み得
る。一態様において、急速ダウンリンクチャネルは、本開示において説明される急速ＬＴ
Ｅチャネルに対応し得る。さらに、データ構造は、２つのスロットのうちの１つまたは両
方内で周波数帯域幅が分割されて作られる１つまたは複数のリソース要素を各々備える１
つまたは複数のリソース要素ブロックを含み得る。さらに、１つまたは複数のリソース要
素ブロックの各々は、制御チャネル領域またはデータチャネル領域を含み得る。さらに、
データ構造は、１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供され
る１つまたは複数のユーザ機器に関する、１つまたは複数の制御チャネル領域内に配置さ
れた、１つまたは複数のリソースグラントを含み得る。（ダッシュ線によって示されるよ
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うに）任意選択で、ブロック９０８において、方法９００は、例えば１つまたは複数のＵ
Ｅに生成されたデータ構造を送信することを含み得る。
【００８１】
　[0094]さらに、図９では明示されていないが、方法９００は、１つまたは複数の代替の
または追加の特徴を含み得る。例えば、方法９００は、例えば、フルサブフレームＴＴＩ
を有するチャネルと比較して、１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに関連するア
グリゲーションレベルを上げることを含み得る。さらに、方法９００は、ユーザデータに
対応する急速ダウンリンクチャネルの１つまたは複数のリソース要素ブロックが単一のリ
ソースブロックを備える場合にユーザデータに関連するトランスポートブロックサイズを
２倍にすることを含み得る。
【００８２】
　[0095]さらに、方法９００の追加の特徴は、急速ＬＴＥ通信に関連され得および約４ｍ
ｓのＨＡＲＱ応答時間またはレガシーＬＴＥ　ＨＡＲＱ応答のそれよりも短いいずれかの
他の時間を有し得るＨＡＲＱプロセスに関連し得る。例えば、方法９００は、促進された
再送信時間を有するＨＡＲＱプロセスを維持することをさらに備え得、ここにおいて、促
進された再送信時間は、約４ｍｓである。
【００８３】
　[0096]図１０は、例示的な装置１００２内の異なるモジュール／手段／コンポーネント
間でのデータフローを示した概念的なデータフロー図１０００である。装置１００２は、
（ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）のような）アクセスポイントであり得、それは、図１のアクセ
スポイント１０５、図２のマクロｅＮＢ２０４または低電力クラスｅＮＢ２０８、または
図６のｅＮＢ６１０を含み得る。装置は、受信モジュール１００４と、ダウンリンクスケ
ジューリングコンポーネント６０２（およびその関連するデータ構造生成コンポーネント
８０２（例えば、図８参照））と、少なくともデータ構造（例えば、図７のデータ構造７
００）および／または送信のためのユーザデータ８０６を１つまたは複数のＵＥ１１５に
送信するように構成される送信モジュール１００６と、を含む。
【００８４】
　[0097]受信モジュール１００４、ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２
（および、図６内のそれのサブコンポーネント）、または送信モジュール１００６は、図
９の上記の方法９００の１つまたは複数の態様を実行し得る。例えば、受信モジュール１
００４は、１つまたは複数のデータフロー内で１つまたは複数の他のネットワークエンテ
ィティ１００８からユーザデータ１０１０を受信するように構成され得る。受信モジュー
ル１００４は、ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２にユーザデータ１０
１０を転送し得、従って、ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２は、転送
されたユーザデータ１０１２を入手し得る。ダウンリンクスケジューリングコンポーネン
ト６０２は、ユーザデータ１０１２および１つまたは複数のＵＥ１１５のうちの少なくと
も１つに関連する１つまたは複数の配信制約事項を決定し得、および、ユーザデータ１０
１２の送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振るためのダウンリンクサブフ
レームデータ構造を生成し得る。ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２は
、送信モジュール１００６にダウンリンクサブフレームデータ構造およびユーザデータを
（いっしょに、１０１４）送信し得る。送信モジュール１００６は、１つまたは複数のＵ
Ｅ１１５に少なくともダウンリンクサブフレームデータ構造およびユーザデータを（いっ
しょに、１０１６）送信するように構成され得る。
【００８５】
　[0098]さらに、装置１００２は、図９の方法９００のステップの各々を実行する追加の
モジュールを含み得る。従って、方法９００の各ステップは、追加のモジュールによって
追加でまたは代替で実行され得、装置１００２は、それらの追加のモジュールのうちの１
つまたは複数を含み得る。モジュールは、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可
読媒体内に格納された、記載されたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成された
プロセッサによって実装される、記載されたプロセス／アルゴリズムを実行するように特
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に構成された１つまたは複数のハードウェアコンポーネント、またはそれの何らかの組み
合わせであり得る。
【００８６】
　[0099]図１１は、処理システム１１１４を使用する装置１００２’に関するハードウェ
ア実装の例を示した概略図１１００である。図１０の装置１００２と同様に、装置１００
２’および／または処理システム１１１４は、（ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）のような）アク
セスポイントであり得、それは、図１のアクセスポイント１０５、図２のマクロｅＮＢ２
０４または低電力クラスｅＮＢ２０８、または図６のｅＮＢ６１０を含み得る。処理シス
テム１１１４は、概してバス１１２４によって表されるバスアーキテクチャを用いて実装
され得る。バス１１２４は、処理システム１１１４の特定の適用例および全体的設計制約
に依存して任意の数の相互接続バスとブリッジとを含み得る。バス１１２４は、プロセッ
サ１１０４、ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２およびその関連するデ
ータ構造生成コンポーネント８０２（例えば、図８を参照）、およびコンピュータ可読媒
体１１０６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア
モジュールを含む様々な回路をひとつにリンクする。バス１１２４はまた、タイミングソ
ース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路のような様々な他の回路をリンクし、
それらは、当業界において周知であり、これ以上は説明されない。
【００８７】
　[00100]処理システム１１１４は、トランシーバ１１１０に結合され得、それは、幾つ
かの例では、図１０の受信モジュール１００４と、送信モジュール１００６と、を含み得
る。トランシーバ１１１０は、１本または複数本のアンテナ１１２０に結合される。トラ
ンシーバ１１１０は、送信媒体を通じて様々な他の装置と通信するための手段を提供する
。さらに、トランシーバ１１１０は、１つまたは複数のＵＥにデータ構造および／または
送信のためのユーザデータを送信するように構成され得る。処理システム１１１４は、コ
ンピュータ可読媒体１１０６に結合されたプロセッサ１１０４を含む。プロセッサ１１０
４は、コンピュータ可読媒体１１０６に格納されたソフトウェアの実行を含む、一般的処
理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ１１０４によって実行されると、いずれかの特定
の装置に関して上述される様々な機能を実行することを処理システム１１１４に行わせる
。コンピュータ可読媒体１１０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１１
０４によって処理されるデータを格納するために使用され得る。処理システムは、ダウン
リンクスケジューリングコンポーネント６０２およびその関連するデータ構造生成コンポ
ーネント８０２（例えば、図８を参照）のうちの少なくとも１つをさらに含む。モジュー
ル／コンポーネントは、コンピュータ可読媒体に常駐／格納された、プロセッサ１１０４
内で走るソフトウェアモジュール、プロセッサ１１０４に結合された１つまたは複数のハ
ードウェアモジュール、またはそれらの何らか組み合わせであり得る。処理システム１１
１４は、ｅＮＢ６１０のコンポーネントであり得、メモリ６７６および／またはＴＸプロ
セッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、およびコントローラ／プロセッサ６７５のうちの
少なくとも１つを含み得る。
【００８８】
　[00101]一構成において、ワイヤレス通信のための装置１００２’は、ダウンリンクチ
ャネル上での１つまたは複数のＵＥへの送信のためのユーザデータ８０６を入手するため
の手段と、データおよび１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する１つま
たは複数の配信制約事項８０８を決定するための手段と、送信のためのユーザデータ８０
６および１つまたは複数の配信制約事項８０８に基づいて、送信のためのユーザデータ８
０６の送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振るためのダウンリンクサブフ
レームデータ構造を生成するための手段と、を含む。上記の手段は、上記の手段によって
表される機能を実行するように構成された装置１００２の上記のモジュールのうちの１つ
または複数および／または装置１００２’の処理システム１１１４であり得る。上述され
るように、処理システム１１１４は、ＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と
、コントローラ／プロセッサ６７５と、を含み得る。従って、一構成において、上記の手
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段は、上記の手段によって表される機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６１
６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５と、を含み得る。
【００８９】
　[00102]さらに、本開示のｅＮＢ例によって実行され得る方法９００と同様に、１つま
たは複数のＵＥ（例えば、図１のＵＥ１１５または図２のＵＥ１１５）は、本明細書にお
いて提示されるＬＴＥデータ構造に関連する方法を実行し得る。例えば、図１２は、急速
ＬＴＥおよび／またはレガシーＬＴＥをサポートするＵＥ（例えば、図１、図２および図
１０のＵＥ１１５）によって実行され得る本開示の方法例１２００を示す。一態様におい
て、方法１２００の態様は、ＵＥのダウンリンク管理コンポーネント６６１（図１、図２
、図６を参照）および／またはいずれかの他のコンポーネント（例えば、図６のコントロ
ーラ／プロセッサ６５９）によって実行され得る。
【００９０】
　[00103]一態様において、方法１２００は、ＵＥにおいて、ブロック１２０２において
ダウンリンクサブフレームの制御チャネル領域またはスロット内の１つまたは複数のリソ
ース要素位置に配置される制御情報を受信することを含み得る。この制御チャネル領域は
、１つまたは複数のリソース要素またはリソース要素ブロックによって定義されるダウン
リンクデータ構造（図７のデータ構造７００を参照）の少なくとも一部分を含み得る。一
態様において、ブロック１２０２は、図１３の受信モジュール１３０４または図１４のト
ランシーバ１４１０によって実行され得る。
【００９１】
　[00104]さらに、方法１２００は、ブロック１２０４において、制御情報がＵＥに関す
るものであるかどうかを決定するために１つまたは複数のリソース要素位置の各々で受信
された制御チャネル領域に関する検査を行うことを含み得る。一態様において、この検査
は、巡回冗長検査（ＣＲＣ）を含み得る。さらに、幾つかの例において、ブロック１２０
４は、図１３の制御チャネル領域検査コンポーネント１３０６によって実行され得る。
【００９２】
　[00105]さらに、ブロック１２０６において、方法１２００は、検査が合格である場合
に、制御情報に基づいてデータチャネル領域の位置およびデータチャネル領域のＴＴＩ長
を決定することを含み得る。このデータチャネル領域は、１つまたは複数のリソース要素
またはリソース要素ブロックによって定義されたダウンリンクデータ構造（図７のデータ
構造７００を参照）の少なくとも一部分を含み得る。幾つかの例において、ブロック１２
０６は、データチャネル領域決定コンポーネント１３０８によって実行され得る。
【００９３】
　[00106]さらに、ブロック１２０８において、方法１２００は、決定された位置で、デ
ータチャネル領域内のダウンリンクデータを受信することを含み得る。幾つかの例におい
て、ブロック１２０８は、図１３の受信モジュール１３０４または図１４のトランシーバ
１４１０によって実行され得る。
【００９４】
　[00107]さらに、図９および図１３において開示される方法内のステップの特定の順序
または階層は、例示的なアプローチの例であることが理解される。設計上の選好に基づき
、プロセス内のステップの特定の順序または階層は再アレンジされ得ることが理解される
。さらに、幾つかのステップは、結合または省略され得る。添付される方法請求項は、様
々なステップの要素を見本の順序で提示するものであり、提示された特定の順序または階
層に限定されることは意味されない。
【００９５】
　[00108]図１３は、ＵＥ（例えば、図１、２、および１０のＵＥ１１５）であり得る例
示的な装置１３０２内の異なるモジュール／手段／コンポーネント間でのデータフローを
示した概念的なデータフロー図１３００である。一態様において、装置１３０２は、デー
タ１３１６を受信するように構成される受信モジュール１３０４を含み、それは、図７の
データ構造７００と、制御チャネルを介して受信された関連する制御データおよび／また
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はデータチャネルを介するダウンリンクデータと、を含み得る。そのようなデータ１３１
６は、例えばネットワークエンティティ１３０３によって装置１０３２に送信され得、そ
れは、図１のアクセスポイント１０５、図２のマクロｅＮＢ２０４または低電力クラスｅ
ＮＢ２０８、または、図６のｅＮＢ６１０を含み、ただしそれらに限定されず、それらの
いずれも、ダウンリンクスケジューリングコンポーネント６０２と、その関連するデータ
構造生成コンポーネント８０２（例えば、図８を参照）と、を含み得る。例えば、受信モ
ジュール１３０４は、受信されたデータ構造（図７のデータ構造７００）によって定義さ
れたダウンリンクサブフレームの制御チャネル領域またはスロット内の１つまたは複数の
リソース要素位置に配置された制御情報を受信するように構成され得る。さらに、受信モ
ジュール１３０４は、受信されたデータ構造のデータチャネル領域内でユーザデータを受
信するように構成され得、ここで、ユーザデータは、特定の周波数帯域に対応する受信さ
れたデータ構造内の決定された位置で受信される。受信モジュール１３０４は、ダウンリ
ンク管理コンポーネント６６１に受信されたデータ１３１８を送信し得る。
【００９６】
　[00109]さらに、装置１３０２は、ダウンリンク管理コンポーネント６６１（図１およ
び図２を参照）と、それの複数のサブコンポーネントと、を含み得、それらは、例えば、
ＬＴＥシステムにおけるレイテンシーを低減させるために、データ（例えば、受信された
データ１３１８）を復号および処理し、図７のデータ構造７００を使用して動作するため
に装置１３０２によって実装され得る。ダウンリンク管理コンポーネント６１１は、制御
領域検査コンポーネント１３０６を含み得、それは、制御情報が装置１３０２に関するも
のであるかどうかを決定するために、受信されたデータ構造内の１つまたは複数のリソー
ス要素位置の各々で受信された制御チャネル領域に関する検査を行うように構成され得る
。一態様において、この検査は、ＣＲＣを含み得る。
【００９７】
　[00110]さらに、ダウンリンク管理コンポーネント６６１は、データチャネル領域決定
コンポーネント１３０８を含み、それは、制御領域検査コンポーネント１３０６によって
実行された検査が合格である場合に、受信されたデータ構造に含められた制御情報に基づ
いてデータチャネル領域１３１０の位置およびデータチャネル領域１３１２のＴＴＩ長を
決定するように構成され得る。このデータチャネル領域は、１つまたは複数のリソース要
素またはリソース要素ブロックによって定義されたダウンリンクデータ構造（図７のデー
タ構造７００を参照）の少なくとも一部分を含み得る。一態様において、ダウンリンク管
理コンポーネント６６１は、データチャネル領域１３１０の位置およびデータチャネル領
域１３１２のＴＴＩ長を受信モジュール１３０４に送信するように構成され得、それは、
アクセスポイント１０５によって送信されたデータ１３１６を受信するためにこの情報を
利用し得る。
【００９８】
　[00111]装置は、図１２の上記のフローチャート内のアルゴリズムのステップの各々を
実行する追加のモジュールを含み得る。従って、図１２の上記のフローチャート内の各ス
テップは、モジュールによって実行され得、装置は、それらのモジュールのうちの１つま
たは複数を含み得る。モジュールは、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒
体内に格納された、記載されるプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロ
セッサによって実装された、記載されるプロセス／アルゴリズムを実行するように特に構
成された１つまたは複数のハードウェアコンポーネント、またはそれらの何らかの組み合
わせであり得る。
【００９９】
　[00112]図１４は、処理システム１４１４を使用する装置１３０２’に関するハードウ
ェア実装の例を示した概略図１４００である。図１３の装置１３０２と同様に、装置１３
０２’および／または処理システム１４１４は、ＵＥ（例えば、図１、図２、および図１
０のＵＥ１１５）であり得る。処理システム１４１４は、概してバス１４２４によって表
されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１４２４は、処理システム１４１
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４の特定の適用例および全体的設計制約に依存して任意の数の相互接続バスとブリッジと
を含み得る。バス１４２４は、プロセッサ１４０４、ダウンリンク管理コンポーネント６
１１（例えば、図８を参照）、およびコンピュータ可読媒体１４０６によって表される、
１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を
ひとつにリンクする。バス１４２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、
および電力管理回路のような様々な他の回路をリンクし得、それらは、当業界において周
知であり、従ってこれ以上は説明されない。
【０１００】
　[00113]処理システム１４１４は、トランシーバ１４１０に結合され得、それは、幾つ
かの例では、図１３の受信モジュール１３０４を含み得る。トランシーバ１４１０は、１
本または複数本のアンテナ１４２０に結合される。トランシーバ１４１０は、送信媒体を
通じて様々な他の装置（例えば、図１および図１３のアクセスポイント１０５）と通信す
るための手段を提供する。さらに、トランシーバ１４１０は、データ構造および／または
ユーザデータを受信するように構成され得る。処理システム１４１４は、コンピュータ可
読媒体１４０６に結合されたプロセッサ１４０４を含む。プロセッサ１４０４は、コンピ
ュータ可読媒体１４０６に格納されたソフトウェアの実行を含む、一般的処理を担う。ソ
フトウェアは、プロセッサ１４０４によって実行されると、いずれかの特定の装置に関し
て上述される様々な機能を実行することを処理システム１４１４に行わせる。コンピュー
タ可読媒体１４０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１４０４によって
処理されるデータを格納するために使用され得る。処理システムは、ダウンリンク管理コ
ンポーネント６１１と、その関連するサブコンポーネント（例えば、図１３を参照）と、
をさらに含む。モジュール／コンポーネントは、コンピュータ可読媒体１４０６に常駐／
格納された、プロセッサ１４０４内で走るソフトウェアモジュール、プロセッサ１４０４
に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュール、またはそれらの何らか組み合わ
せであり得る。処理システム１４１４は、ＵＥ６５０のコンポーネントであり得、図６の
メモリ６６０および／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコン
トローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１０１】
　[00114]一構成において、ワイヤレス通信のための装置１３０２’は、ＵＥにおいて、
ダウンリンクの制御チャネル領域内の１つまたは複数のリソース要素位置に配置された制
御情報を受信するための手段と、制御情報がＵＥに関するものであるかどうかを決定する
ために１つまたは複数のリソース要素位置の各々で受信された制御チャネル領域に関する
検査を行うための手段と、検査が合格である場合に、制御情報に基づいてデータチャネル
領域の位置およびデータチャネル領域のＴＴＩ長さを決定するための手段と、決定された
位置で、データチャネル領域内のダウンリンクデータを受信するための手段と、を含む。
【０１０２】
　[00115]上記の手段は、上記の手段によって表される機能を実行するように構成された
装置１３０２’の上記のモジュールのうちの１つまたは複数および／または処理システム
１１１４であり得る。上述されるように、処理システム１１１４は、ＴＸプロセッサ６１
６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５と、を含み得る。従っ
て、一構成において、上記の手段は、ＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、お
よびコントローラ／プロセッサ６７５、または、上記の手段によって表される機能を実行
するように構成された本開示の任意の他のコンポーネントであり得る。
【０１０３】
　[00116]前の説明は、任意の当業者が本明細書において説明される様々な態様を実行す
ることを可能にするために提供される。これらの態様の様々な変更は、当業者にとって容
易に明確になるであろう、および本明細書において定められる一般原理は、他の態様に対
して適用され得る。以上のように、請求項は、本明細書において示される態様に限定され
ることは意図されず、言葉の請求項（ｌａｎｇｕａｇｅ　ｃｌａｉｍ）に一致する限りに
おいて最も広範な適用範囲が認められるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言
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及は、その旨の特記がないかぎり「１つおよび１つのみ」を意味することは意図されず、
むしろ「１つまたは複数」であることを意味することが意図される。別の特記がないかぎ
り、用語「幾つか」は、１つまたは複数を意味する。この開示全体を通じて説明され、当
業者に知られているまたはのちに知られることになる様々な態様の要素のすべての構造上
のおよび機能上の同等物は、引用によって本明細書に明示で組み入れられており、請求項
によって包含されることが意図される。さらに、本明細書において開示されるいずれのも
のも、そのような開示が請求項において明示で記述されているかどうかにかかわらず、公
衆を対象にすることは意図されない。いずれの請求項要素も、その要素が句“～のための
手段”を使用して明示されないかぎり、手段プラス機能（ｍｅａｎｓ　ｐｌｕｓ　ｆｕｎ
ｃｔｉｏｎ）であるとは解釈されるべきでない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器通信を管理するためのデータ構造であって
、
　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つまたは
複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる１
つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、ここ
において、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チャネル領域また
はデータチャネル領域を備える、と、
　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される１つま
たは複数のユーザ機器に関する、１つまたは複数の制御チャネル領域内に配置された、１
つまたは複数のリソースグラントと、を備える、ワイヤレス通信システムにおいてユーザ
機器通信を管理するためのデータ構造。
［Ｃ２］
　前記ダウンリンクサブフレームは、２スロットＴＴＩを有する１つまたは複数のレガシ
ーダウンリンクチャネルを含む、
　Ｃ１に記載のデータ構造。
［Ｃ３］
　前記１つまたは複数のリソース要素ブロックは、前記２つのスロットのうちの少なくと
も１つのシンボルのすべてのリソース要素を含むレガシー制御チャネル領域を備え、ここ
において、前記レガシー制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のリソースグラントの
うちの少なくとも１つを含む、
　Ｃ２に記載のデータ構造。
［Ｃ４］
　前記レガシー制御チャネル領域の前記１つまたは複数のリソースグラントの各々は、前
記ダウンリンクサブフレームの１つのスロットまたは両方のスロットにまたがるデータチ
ャネル領域に対応する、
　Ｃ３に記載のデータ構造。
［Ｃ５］
　前記制御チャネル領域は、前記ダウンリンクサブフレームの１つのスロットにまたがり
、前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに関する１つまたは複数のダウンリン
クリソースグラントを含み、ここにおいて、前記１つまたは複数のダウンリンクリソース
グラントは、前記１つのスロットの１つまたは複数のデータチャネル領域に対応する、Ｃ
１に記載のデータ構造。
［Ｃ６］
　前記制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のユーザ機器のうちの１つに関するアッ
プリンクリソースグラントを備える、
　Ｃ１に記載のデータ構造。
［Ｃ７］
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　前記制御チャネル領域は、前記ダウンリンクサブフレームの前記２つのスロットの各々
にまたがり、および、前記２つのスロットの各々にまたがるデータチャネル領域に対応す
るダウンリンクリソースグラントを含む、
　Ｃ１に記載のデータ構造。
［Ｃ８］
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）通信を管理する方法であって、
　ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数のユ
ーザ機器ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手することと、
　前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する
１つまたは複数の配信制約事項を決定することと、
　送信のための前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数の配信制約事項に基づいて、
送信のための前記ユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振る
ためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成することと、を備え、ここにおいて、
前記ダウンリンクサブフレームデータ構造は、
　　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つまた
は複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる
１つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チャネル領域ま
たはデータチャネル領域を備える、と、
　　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される前記
１つまたは複数のユーザ機器に関する、１つまたは複数の制御チャネル領域内に配置され
た、１つまたは複数のリソースグラントと、を備える、ワイヤレス通信システムにおいて
ユーザ機器（ＵＥ）通信を管理する方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のＵＥに前記ダウンリンクサブフレームデータ構造を送信すること
をさらに備える、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに関連するアグリゲーションレベルを
上げることをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、最低２つのリソース要素ブロッ
クを備える、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ユーザデータに対応する前記１つまたは複数の急速ダウンロードチャネルの急速ダ
ウンリンクチャネルの前記１つまたは複数のリソース要素ブロックが単一のリソース要素
ブロックを備える場合に前記ユーザデータに関連するトランスポートブロックサイズを２
倍にすることをさらに備える、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１３］
　促進された再送信時間を有するハイブリッド自動再送要求プロセスを維持することをさ
らに備え、ここにおいて、前記促進された再送信時間は、約４ｍｓである、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１４］
　送信のための前記ユーザデータを入手することは、データフローを介して第２のネット
ワークエンティティからまたは前記ネットワークエンティティに関連する送信データ待ち
行列から送信のための前記ユーザデータを入手することを備える、
　Ｃ８に記載の方法。



(33) JP 6400843 B2 2018.10.3

10

20

30

40

50

［Ｃ１５］
　前記ダウンリンクサブフレームは、２スロットＴＴＩを有する１つまたは複数のレガシ
ーダウンリンクチャネルを含む、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記１つまたは複数のリソース要素ブロックは、前記２つのスロットのうちの少なくと
も１つのシンボルのすべてのリソース要素を含むレガシー制御チャネル領域を備え、ここ
において、前記レガシー制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のリソースグラントの
うちの少なくとも１つを含む、
　Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記レガシー制御チャネル領域の前記１つまたは複数のリソースグラントの各々は、前
記ダウンリンクサブフレームの１つのスロットまたは両方のスロットにまたがるデータチ
ャネル領域に対応する、
　Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記制御チャネル領域は、前記ダウンリンクサブフレームの１つのスロットにまたがり
、および、前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに関する１つまたは複数のダ
ウンリンクリソースグラントを含み、ここにおいて、前記１つまたは複数のダウンリンク
リソースグラントは、前記１つのスロットの１つまたは複数のデータチャネル領域に対応
する、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のユーザ機器のうちの１つに関するアッ
プリンクリソースグラントを備える、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記制御チャネル領域は、前記ダウンリンクサブフレームの前記２つのスロットの各々
にまたがり、および、前記２つのスロットの各々にまたがるデータチャネル領域に対応す
るダウンリンクリソースグラントを含む、
　Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）通信を管理するための装置であっ
て、
　ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数のユ
ーザ機器ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手するための手段と、
　前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する
１つまたは複数の配信制約事項を決定するための手段と、
　送信のための前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数の配信制約事項に基づいて、
送信のための前記ユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振る
ためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成するための手段と、を備え、ここにお
いて、前記ダウンリンクサブフレームデータ構造は、
　　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つまた
は複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる
１つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チャネル領域ま
たはデータチャネル領域を備える、と、
　　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される前記
１つまたは複数のユーザ機器に関する、１つまたは複数の制御チャネル領域内に配置され
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た、１つまたは複数のリソースグラントと、を備える、ワイヤレス通信システムにおいて
ユーザ機器（ＵＥ）通信を管理するための装置。
［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数のＵＥに前記ダウンリンクサブフレームデータ構造を送信するため
の手段をさらに備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルに関連するアグリゲーションレベルを
上げるための手段をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　急速ダウンリンクチャネルの前記１つまたは複数のリソース要素ブロックまたは前記ユ
ーザデータに対応する前記１つまたは複数の急速ダウンロードチャネルが単一のリソース
要素ブロックを備える場合に前記ユーザデータに関連するトランスポートブロックサイズ
を２倍にするための手段をさらに備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　送信のための前記ユーザデータを入手するための前記手段は、データフローを介して第
２のネットワークエンティティからまたは前記ネットワークエンティティに関連する送信
データ待ち行列から送信のための前記ユーザデータを入手するための手段を備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ダウンリンクサブフレームは、２スロットＴＴＩを有する１つまたは複数のレガシ
ーダウンリンクチャネルを含む、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数のリソース要素ブロックは、前記２つのスロットのうちの少なくと
も１つのシンボルのすべてのリソース要素を含むレガシー制御チャネル領域を備え、ここ
において、前記レガシー制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のリソースグラントの
うちの少なくとも１つを含む、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記レガシー制御チャネル領域の前記１つまたは複数のリソースグラントの各々は、前
記ダウンリンクサブフレームの１つのスロットまたは両方のスロットにまたがるデータチ
ャネル領域に対応する、
　Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記制御チャネル領域は、前記１つまたは複数のユーザ機器のうちの１つに関するアッ
プリンクリソースグラントを備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信システムにおいてユーザ機器（ＵＥ）通信を管理するための装置であっ
て、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、を備え、前記メモリは、前記プロセッサによっ
て実行されると、
　ネットワークエンティティにおいて、ダウンリンクチャネル上での１つまたは複数のユ
ーザ機器ＵＥへの送信のためのユーザデータを入手し、
　前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに関連する
１つまたは複数の配信制約事項を決定し、
　送信のための前記ユーザデータおよび前記１つまたは複数の配信制約事項に基づいて、
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送信のための前記ユーザデータの送信のためにダウンリンクチャネルリソースを割り振る
ためのダウンリンクサブフレームデータ構造を生成することを前記プロセッサに行わせる
プロセッサ実行可能命令を格納し、ここにおいて、前記ダウンリンクサブフレームデータ
構造は、
　　２つのスロットを備えおよび単一スロット送信時間間隔（ＴＴＩ）を有する１つまた
は複数の急速ダウンリンクチャネルを含むダウンリンクサブフレームと、
　　前記２つのスロットのうちの１つまたは両方内で周波数帯域幅が分割されて作られる
１つまたは複数のリソース要素を各々備える１つまたは複数のリソース要素ブロック、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のリソース要素ブロックの各々は、制御チャネル領域ま
たはデータチャネル領域を備える、と、
　　前記１つまたは複数の急速ダウンリンクチャネルによってサービスが提供される前記
１つまたは複数のユーザ機器に関する、１つまたは複数の制御チャネル領域内に配置され
た、１つまたは複数のリソースグラントと、を備える、ワイヤレス通信システムにおいて
ユーザ機器（ＵＥ）通信を管理するための装置。

【図１】 【図２】
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